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〔
解
題
〕

 

本
誌
第
十
五
号
に
続
い
て
、
北
宋
・
陳
師
道
の
『
後
山
詩
話
』
の
訳
注

稿
で
あ
る
。
本
号
に
は
、
全
八
十
四
節
の
う
ち
、
第
四
十
六
節
か
ら
第
七

十
節
ま
で
を
掲
げ
る
。

〔
凡
例
〕

◇　

テ
キ
ス
ト
は
、
清
・
何
文
煥
輯
『
歴
代
詩
話
』（
中
華
書
局
、
一
九

八
一
年
四
月
第
一
版
）
を
底
本
と
し
た
。

◇　

底
本
で
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
文
に
〔
校

一
〕、〔
校
二
〕
…
と
付
し
て
そ
の
箇
所
を
示
し
、【
校
異
】
の
項
目
を

設
け
て
訳
出
し
た
。

◇　
【
訓
読
】の
項
目
の
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、漢
字
の
読
み（
ル
ビ
）

は
現
代
仮
名
遣
い
を
、
送
り
仮
名
は
旧
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

四
十
六

 

莊
荀
皆
文
士
而
有
學
者
。
其
「
說
劍
」「
成
相
」「
賦
篇
」、

與
屈
「
騷
」
何
異
。

【
訓
読
】

 

荘
・
荀
は
皆
な
文
士
に
し
て
学
有
る
者
な
り
。
其
の
「
説せ
っ
け
ん剣
」

「
成せ
い
し
ょ
う相」「
賦
篇
」
は
、
屈
の
「
騒
」
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
や
。

【
語
釈
】

＊
莊
荀
‥
と
も
に
戦
国
時
代
の
思
想
家
。
道
家
の
荘
周
（
荘
子
）
と
儒
家
の
荀
況
（
荀

子
）
の
こ
と
。

＊「
説
劍
」‥『
莊
子
』
雑
篇
に
見
え
る
篇
名
。
賦
に
よ
く
見
ら
れ
る
、
賓
客
と
主
人

と
の
問
答
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。

翻
訳

『
後
山
詩
話
』
訳
注
稿
（
三
）

北
宋
・
陳
師
道　

著　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
沙
弥
香
・
竹
澤
英
輝
・
許
山
秀
樹　
　
　

松
尾
肇
子
・
三
野
豊
浩
・
矢
田
博
士　

訳
注
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＊「
成
相
」「
賦
篇
」‥「
成
相
」「
賦
篇
」
は
、
と
も
に
『
荀
子
』
の
篇
名
。
賦
に
よ

く
見
ら
れ
る
、
賓
客
と
主
人
と
の
問
答
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。

＊
屈
騒
‥
戦
国
時
代
・
楚
の
屈
原
の
「
離
騒
」
の
こ
と
。
賦
の
源
泉
的
な
作
品
と
さ

れ
る
。

【
通
釈
】

 

荘
子
と
荀
子
は
い
ず
れ
も
文
章
家
で
し
か
も
学
問
の
あ
る
人
で

あ
る
。『
荘
子
』
の
「
説
剣
」、『
荀
子
』
の
「
成
相
」「
賦
篇
」
の

諸
作
品
は
、
屈
原
の
「
離
騒
」
と
ど
う
し
て
違
い
が
あ
ろ
う
か
。

四
十
七

 

揚
子
雲
之
文
、
好
奇
而
卒
不
能
奇
也
。
故
思
苦
而
詞
艱
。
善

爲
文
者
、
因
事
以
出
奇
。
江
河
之
行
、
順
下
而
已
。
至
其
觸
山

赴
谷
、
風
摶
物
激
、
然
後
盡
天
下
之
變
。
子
雲
惟
好
奇
。
故
不

能
奇
也
。

【
訓
読
】

 

揚
子
雲
の
文
は
、
奇
を
好
む
も
卒つ
い

に
奇
な
る
こ
と
能あ
た

は
ざ
る
な

り
。
故
に
思
ひ
は
苦
に
し
て
詞
は
艱
な
り
。
善
く
文
を
為つ
く

る
者
は
、

事
に
因
り
て
以
て
奇
を
出
だ
す
。
江
河
の
行
く
は
、
順
下
す
る
の

み
。
其
の
山
に
触
れ
谷
に
赴
き
、
風　

摶う

ち
、
物　

激
す
る
に
至

り
て
、
然
る
後
に
天
下
の
変
を
尽
く
す
。
子
雲
は
惟
だ
奇
を
好
む

の
み
。
故
に
奇
な
る
こ
と
能あ
た

は
ざ
る
な
り
。

【
語
釈
】

＊
揚
子
雲
‥
前
漢
・
揚
雄
の
こ
と
。
子
雲
は
そ
の
字
。

＊
思
苦
‥「
思
」
は
、
こ
こ
で
は
言
葉
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
思
想
、
つ
ま
り
内
容
の

こ
と
。「
苦
」
は
、
難
解
で
あ
る
こ
と
。

＊
江
河
之
行
‥
長
江
や
黄
河
の
流
れ
の
こ
と
。

＊
風
摶
‥
風
に
巻
き
あ
が
る
こ
と
。

＊
物
激
‥
物
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
。

＊
盡
‥
き
わ
め
る
こ
と
。

【
通
釈
】

 

揚
雄
の
文
は
、
奇
抜
さ
を
好
む
も
の
の
結
局
の
と
こ
ろ
奇
抜
な

表
現
を
作
れ
な
い
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
内
容
は
分
か
り
に
く
く
、

言
葉
は
難
し
い
。
上
手
に
文
章
を
書
く
者
は
、
目
に
し
た
事
物
に

よ
っ
て
お
の
ず
と
奇
抜
な
表
現
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
大
河
の

流
れ
は
お
の
ず
と
低
い
方
に
向
か
っ
て
い
く
だ
け
で
あ
る
。
山
に

行
き
当
た
り
谷
に
赴
き
、
風
に
巻
き
上
が
り
、
物
に
ぶ
つ
か
り

あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
極

め
る
の
で
あ
る
。
揚
雄
は
た
だ
奇
抜
さ
を
好
む
だ
け
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
奇
抜
な
表
現
が
作
れ
な
い
の
で
あ
る
。

四
十
八

 

歐
陽
公
謂
退
之
爲
樊
宗
師
志
、
便
似
樊
文
。
其
始
出
于
司
馬
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子
長
爲
「
長
卿
傳
」
如
其
文
。
惟
其
過
之
。
故
兼
之
也
。

【
訓
読
】

 
欧
陽
公　

謂お
も

へ
ら
く
、
退
之　

樊は
ん

宗そ
う

師し

の
志
を
為つ
く

り
、
便す
な
わち
樊

の
文
に
似
た
り
、
と
。
其
の
始
め
は
、
司
馬
子
長　
「
長
卿
の
伝
」

を
為つ
く

り
て
其
の
文
の
如
き
よ
り
出
づ
。
惟
だ
其
の
之
に
過
ぐ
る
の

み
。
故
に
之
を
兼
ぬ
る
な
り
。

【
語
釈
】

＊
歐
陽
公
謂
‥「
歐
陽
公
」
は
、
北
宋
・
欧
陽
脩
の
こ
と
。「
謂
」
以
下
の
言
葉
は
、

欧
陽
脩
の
「
論
尹
師
魯
墓
誌
」（『
文
忠
集
』
巻
七
十
三
「
外
集
二
十
三
」）
の
以

下
の
言
葉
に
基
づ
く
。―

修
見
韓
退
之
與
孟
郊
聯
句
、
便
似
孟
郊
詩
。
與
樊

宗
師
作
誌
、
便
似
樊
文
。
慕
其
如
此
。〔
修　
韓
退
之
の
孟
郊
と
聯
句
す
る
を
見

る
に
、
便
ち
孟
郊
の
詩
に
似
た
り
。
樊
宗
師
の
与た
め

に
誌
を
作
れ
ば
、
便
ち
樊
の

文
に
似
た
り
。
慕
ふ
こ
と
其
れ
此
く
の
如
し
〕。―

＊
退
之
‥
唐
・
韓
愈
の
こ
と
。
退
之
は
そ
の
字
。

＊
樊
宗
師
志
‥「
樊
宗
師
」
は
、唐
の
人
。
字
は
紹
述
。
韓
愈
と
親
し
く
、金
部
郎
中
・

綿
州
刺
史
・
絳
州
刺
史
な
ど
を
歴
任
し
た
。「
志
」
は
、
墓
誌
銘
を
指
し
て
言
う
。

こ
こ
で
は
、韓
愈
の「
南
陽
樊
紹
述
墓
誌
銘
」を
指
す
。
そ
の
墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
、

樊
宗
師
に
は
『
魁
紀
公
』
三
十
巻
・『
樊
子
』
三
十
巻
・『
春
秋
集
傳
』
十
五
巻

と
い
っ
た
著
作
の
ほ
か
に
、
表
や
牋
、
説
や
論
な
ど
の
散
文
が
合
わ
せ
て
二
百

九
十
一
篇
、
諸
々
の
銘
が
二
百
二
十
篇
、
賦
が
十
篇
、
詩
が
七
百
十
九
篇
あ
っ

た
と
言
う
。
た
だ
し
、
今
に
伝
わ
る
の
は
、「
絳
守
居
園
池
記
」
と
「
蜀
綿
州
越

王
樓
詩
幷
序
」（『
全
唐
詩
』
巻
三
六
九
）
の
二
篇
の
み
で
あ
る
。
そ
の
文
は
難

解
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
、『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
五
〇
「
絳
守
居
園
池

記
註
一
巻
」に
も
、「
文
僻
澀
不
可
句
讀〔
文
は
僻
渋
に
し
て
句
読
す
べ
か
ら
ず
〕」

と
指
摘
す
る
（
清
水
茂
著
『
唐
宋
八
家
文
』、
朝
日
新
聞
社
、
中
国
古
典
選
35
、

第
一
冊
一
五
五
頁
、
参
照
）。

＊
司
馬
子
長
‥
前
漢
・
司
馬
遷
の
こ
と
。
子
長
は
そ
の
字
。

＊
長
卿
伝
‥『
史
記
』
の
司
馬
相
如
伝
の
こ
と
。
長
卿
は
、
司
馬
相
如
の
字
。

＊
惟
其
過
之
‥「
其
」
は
文
章
の
書
き
手
、
こ
こ
で
は
韓
愈
と
司
馬
遷
を
指
す
。「
之
」

は
、
志
や
伝
に
書
か
れ
る
側
の
人
物
、
こ
こ
で
は
、
樊
宗
師
と
司
馬
相
如
を
指

す
。「
過
」
は
、
力
量
が
越
え
て
い
る
こ
と
。

【
通
釈
】

 

欧
陽
脩
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
言
っ
た
。
韓
愈
が
樊は
ん

宗そ
う

師し

の
墓

誌
銘
を
作
る
と
、
樊は
ん

宗そ
う

師し

の
文
に
似
た
も
の
が
で
き
あ
が
っ
た
、

と
。
こ
う
し
た
例
は
、
前
漢
の
司
馬
遷
が
司
馬
相
如
の
伝
を
書
い

た
と
き
、
司
馬
相
如
の
文
の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
た

だ
書
く
側
の
力
量
が
書
か
れ
る
側
の
力
量
よ
り
も
勝
っ
て
い
た
だ

け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
書
か
れ
る
側
の
文
体
を
も
兼
ね
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

四
十
九

 

退
之
以
文
爲
詩
、
子
瞻
以
詩
爲
詞
。
如
教
坊
雷
大
使
之
舞
。

雖
極
天
下
之
工
、
要
非
本
色
。
今
代
詞
手
、
惟
秦
七
黃
九
爾
。

唐
諸
人
不
迨
也
。
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【
訓
読
】

 
退
之
は
文
を
以
て
詩
を
為つ
く

り
、
子し

瞻せ
ん

は
詩
を
以
て
詞
を
為つ
く

る
。

教
坊
の
雷
大
使
の
舞
の
如
し
。
天
下
の
工た
く
みな
る
を
極
む
と
雖
も
、

要
は
本
色
に
非
ざ
る
な
り
。
今
代
の
詞
手
は
、
惟
だ
秦
七
と
黄
九

の
み
。
唐
の
諸
人
は
迨お
よ

ば
ざ
る
な
り
。

【
語
釈
】

＊
退
之
‥
唐
・
韓
愈
の
こ
と
。
退
之
は
そ
の
字
。

＊
子
瞻
‥
北
宋
・
蘇
軾
の
こ
と
。
子
瞻
は
そ
の
字
。

＊
教
坊
雷
大
使
‥「
教
坊
」
は
、
宮
廷
の
音
楽
を
管
理
す
る
役
所
。「
雷
大
使
」
は
、

雷
中
慶
の
こ
と
。
初
め
は
舞
の
名
手
と
し
て
民
間
で
活
躍
し
て
い
た
が
、
後
に

教
坊
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南
宋
・
蔡
絛
の『
鐵
圍
山
叢
談
』巻
六
に
、

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。―

教
坊
琵
琶
則
有
劉
繼
安
、
舞
有
雷
中
慶
。
世
皆
呼

之
爲
雷
大
使
。〔
教
坊
の
琵
琶
に
は
則
ち
劉
継
安
有
り
、
舞
に
は
雷
中
慶
有
り
。

世   

皆
な
之
を
呼
び
て
雷
大
使
と
為な

す
〕。―
な
お
、同
じ
く
『
鐵
圍
山
叢
談
』

で
は
、
雷
大
使
が
教
坊
に
採
用
さ
れ
た
時
期
を
宣
和
年
間
（
一
一
一
九
〜
一
一

二
五
）
と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
陳
師
道
の
卒
年
で
あ
る
建
中
靖
国
元
年
（
一
一

〇
一
）
よ
り
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
後
山
詩
話
』
を
陳
師
道
の
作
と
す
る
こ
と

に
対
し
て
、
疑
問
視
す
る
説
が
あ
る
（『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
九
五
「
集
部
・

詩
文
評
類
一
」「
後
山
詩
話
一
巻
」
を
参
照
）。

＊
非
本
色
‥「
本
色
」
は
、
本
来
の
あ
り
よ
う
、
の
意
。
南
宋
・
胡
仔
は
、「
本
来
の

あ
り
よ
う
で
は
な
い
」
と
す
る
陳
師
道
の
評
価
に
対
し
て
、「
言
い
過
ぎ
だ
」
と

反
論
し
て
い
る
。『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
後
集
巻
二
十
六
「
東
坡
」
に
、
以
下
の
よ

う
に
言
う
。―

余
謂
後
山
之
言
過
矣
。〔
余　
謂お
も
へ
ら
く
、
後
山
の
言
は
過
ぎ

た
り
、
と
〕。―

＊
秦
七
‥
北
宋
・
秦
観
の
こ
と
。「
七
」
は
排
行
。
同
族
の
同
世
代
に
属
す
る
者
に
数

字
を
付
し
て
、
そ
の
長
幼
の
順
を
表
し
た
。

＊
黄
九
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
の
こ
と
。「
九
」
は
排
行
。

【
通
釈
】

 

韓
愈
は
文
を
作
る
よ
う
に
詩
を
作
り
、
蘇
軾
は
詩
を
作
る
よ
う

に
詞
を
作
っ
た
。
い
ず
れ
も
宮
廷
の
音
楽
所
に
仕
え
る
雷
大
使
の

舞
の
よ
う
で
あ
る
。
巧
み
さ
に
お
い
て
天
下
に
名
を
極
め
て
い
る

と
は
い
え
、
結
局
は
そ
の
道
の
本
来
の
あ
り
よ
う
で
は
な
い
。
今

の
世
で
詞
の
作
り
手
と
言
え
る
の
は
、
秦
観
と
黄
庭
堅
だ
け
で
あ

る
。
唐
の
詞
人
た
ち
は
彼
ら
に
及
ば
な
い
。

五
十

 

韓
退
之
「
上
尊
號
表
」
曰
、「
析
木
天
街
、
星
宿
清
潤
、
北

嶽
醫
閭
、
神
鬼
受
職
」。
曾
子
固
「
賀
赦
表
」
曰
、「
鈎
陳
太
微
、

星
緯
咸
若
、
崑
崙
渤
澥
、
波
濤
不
驚
」。
世
莫
能
輕
重
之
也
。

後
當
有
知
之
者
。

【
訓
読
】

 
韓
退
之
の
「
尊
号
を
上
た
て
ま
つる
の
表
」
に
曰
く
、「
析せ
き

木ぼ
く　

天て
ん

街が
い
、
星

宿　

清
潤
た
り
。
北ほ
く
が
く嶽　

醫い

閭り
ょ
、
神
鬼　

職
を
受
く
」
と
。
曽
子

固
の
「
赦
を
賀
す
る
の
表
」
に
曰
く
、「
鈎こ
う
ち
ん陳　

太た
い

微び

、
星せ
い

緯い　

咸か
ん
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若じ
ゃ
くし
、
崑こ
ん
ろ
ん崙　

渤ぼ
っ
か
い澥
、
波
涛　

驚
か
ず
」
と
。
世　

能よ

く
之
を
軽

重
す
る
莫
き
な
り
。
後
、
当ま
さ

に
之
を
知
る
者
有
る
べ
し
。

【
語
釈
】

＊
韓
退
之
‥
唐
の
韓
愈
の
こ
と
。
退
之
は
そ
の
字
。

＊「
上
尊
號
表
」‥
正
確
な
題
は
、「
請
上
尊
號
表
」。

＊
析
木
天
街
‥「
析
木
」「
天
街
」
は
、
い
ず
れ
も
星
の
名
。

＊
星
宿
‥
星
の
や
ど
り
。
星
座
。

＊
北
嶽
‥
河
北
省
曲
陽
県
の
西
北
に
あ
る
恒
山
。

＊
醫
閭
‥
遼
寧
省
北
鎮
県
の
西
に
あ
る
山
の
名
。

＊
受
職
‥
官
職
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
。

＊
曾
子
固
‥
北
宋
・
曽
鞏
の
こ
と
。
子
固
は
そ
の
字
。

＊「
賀
赦
表
」‥
正
確
な
題
は
、「
賀
熙
寧
十
年
南
郊
禮
畢
大
赦
表
」。

＊
鈎
陳
太
微
‥「
鈎
陳
」「
太
微
」
は
、
い
ず
れ
も
星
座
の
名
。

＊
星
緯
‥
星
座
。

＊
咸
若
‥
帝
王
の
教
化
を
頌
え
る
言
葉
。

＊
崑
崙
‥
中
国
の
西
の
果
て
に
あ
る
山
の
名
。

＊
渤
澥
‥
中
国
の
東
の
は
て
に
面
し
た
海
の
名
。

＊
軽
重
‥
優
劣
・
甲
乙
な
ど
を
判
断
す
る
こ
と
。

【
通
釈
】

 

唐
の
韓
愈
の
「
尊
号
を
上
る
の
表
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
析

木
の
星
、
天
街
の
星
、
天
空
を
め
ぐ
る
星
座
は
み
な
清
ら
か
に
潤

い
輝
く
。
北
の
山
岳
、
醫い

閭り
ょ

の
山
、
そ
こ
に
住
ま
う
鬼
神
た
ち
も

天
子
様
か
ら
官
職
を
授
け
ら
れ
る
」
と
。
北
宋
の
曽
鞏
の
「
赦
を

賀
す
る
の
表
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
鈎
陳
と
い
う
名
の
星
座
、

太
微
と
い
う
名
の
星
座
、
天
空
を
め
ぐ
る
星
座
は
み
な
天
子
様
の

教
化
を
頌
え
、
西
の
果
て
の
崑
崙
の
山
、
東
の
果
て
の
渤
澥
の
海
、

こ
の
太
平
の
世
に
波
も
穏
や
か
で
あ
る
」
と
。
今
の
世
に
は
両
者

の
甲
乙
を
判
断
で
き
る
者
が
い
な
い
。
後
世
、
き
っ
と
そ
れ
を
判

断
す
る
者
が
現
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

五
十
一

 

國
初
士
大
夫
例
能
四
六
、
然
用
散
語
與
故
事
爾
。
楊
文
公
刀

筆
豪
贍
、
體
亦
多
變
、
而
不
脫
唐
末
與
五
代
之
氣
。
又
喜
用
古

語
、
以
切
對
爲
工
。
乃
進
士
賦
體
爾
。

 

歐
陽
少
師
始
以
文
體
爲
對
屬
、
又
善
叙
事
、
不
用
故
事
陳
言

而
文
益
高
、
次
退
之
云
。
王
特
進
暮
年
表
奏
亦
工
、
但
傷
巧
爾
。

【
訓
読
】

 

国
初
の
士
大
夫　

例お
お
むね
四
六
を
能よ

く
す
る
も
、
然
れ
ど
も
散
語

と
故
事
と
を
用
ふ
る
の
み
。
楊
文
公
は
刀
筆　

豪ご
う
せ
ん贍
に
し
て
、
体

も
亦
た
多
変
な
る
も
、
而
れ
ど
も
唐
末
と
五
代
の
気
を
脱
せ
ず
。

又
た
喜こ
の

ん
で
古
語
を
用
ひ
、
切
対
を
以
て
工た
く
みと
為
す
。
乃
ち
進
士

の
賦
の
体
な
る
の
み
。

 

欧
陽
少
師　

始
め
て
文
の
体
を
以
て
対
属
と
為
し
、
又
た
善
く
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事
を
叙
し
、
故
事
・
陳
言
を
用
ひ
ず
し
て
文
は
益
ま
す
高
く
、
退

之
に
次
ぐ
と
云
ふ
。
王
特
進
の
暮
年
の
表
奏
も
亦
た
工た
く
みな
る
も
、

但
だ
巧
に
傷そ
こ
なは
る
る
の
み
。

【
語
釈
】

＊
四
六
‥
四
字
句
と
六
字
句
の
対
句
を
基
調
と
し
た
文
体
。
四
六
文
と
言
う
。
宋
代

に
は
公
文
書
の
筆
記
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
北
宋
の
初
期
の
科
挙
の
試
験

で
は
、
四
六
文
の
力
量
が
要
求
さ
れ
た
。

＊
散
語
‥
散
文
。
こ
こ
で
は
、
平
仄
な
ど
の
韻
律
面
で
の
制
約
の
な
い
言
葉
を
言
う

か
。
ち
な
み
に
、
第
六
十
五
節
で
は
、「
韻
語
」
と
相
対
す
る
言
葉
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。

＊
楊
文
公
‥
楊
億
、字
は
大
年
の
こ
と
。
淳
化
三
年（
九
九
二
）の
進
士
。
翰
林
学
士
、

兼
史
館
修
撰
な
ど
を
歴
任
し
、
死
後
、
文
と
諡
さ
れ
た
。
当
時
の
文
壇
の
領
袖

と
し
て
劉
筠
・
銭
惟
演
ら
と
詩
歌
を
唱
和
し
、
そ
れ
ら
の
詩
を
ま
と
め
て
『
西

崑
酬
唱
集
』
を
編
集
し
た
。
彼
ら
の
詩
は
、唐
の
李
商
隠
を
尊
び
、修
辞
に
凝
っ

た
そ
の
詩
風
は
、「
西
崑
体
」
と
称
さ
れ
た
。

＊
刀
筆
‥
奏
議
・
制
誥
な
ど
の
公
文
書
の
こ
と
。

＊
豪
贍
‥
豪
放
で
雄
厚
な
さ
ま
。

＊
切
對
‥
対
句
の
一
種
。「
的
名
対
」「
正
名
対
」「
正
対
」
と
も
言
う
。
空
海
の
『
文

鏡
秘
府
論
』
東
巻
に
は
、二
十
九
種
の
対
句
を
挙
げ
て
お
り
、「
的
名
対
（
切
対
）」

は
そ
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
興
膳
宏
氏
は
、「
天
と
地
、
山
と
谷
、
東
と

西
の
よ
う
に
、
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
つ
つ
、
対
照
あ
る
い
は
対
立
あ
る
い

は
近
似
し
あ
う
概
念
に
よ
っ
て
対
偶
を
構
成
す
る
」
と
説
明
す
る
（『
弘
法
大
師

空
海
全
集
』
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
）。
こ
こ
で
は
、
対
句
の
中
で

も
、
最
も
基
本
的
で
単
純
な
も
の
と
い
う
意
味
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

＊
歐
陽
少
師
‥
欧
陽
脩
の
こ
と
。
太
子
少
師
の
官
で
致
仕
し
た
の
で
、
そ
う
称
さ
れ

る
。

＊
以
文
體
爲
對
屬
‥
散
文
の
ス
タ
イ
ル
で
対
偶
に
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
駢
儷
体
の

賦
に
散
文
的
要
素
を
交
え
て
作
っ
た
、
欧
陽
脩
の
「
醉
翁
亭
記
」
な
ど
の
作
品

を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
第
四
十
五
節
を
参
照
の
こ
と
。

＊
王
特
進
‥「
特
進
」
は
、
官
名
。
朝
廷
の
中
で
功
績
の
あ
る
者
に
特
別
待
遇
と
し

て
与
え
ら
れ
た
。『
宋
史
』
に
よ
れ
ば
、
北
宋
初
期
に
王
姓
で
特
進
を
賜
っ
た
者

に
、
王
旦
と
王
安
石
が
い
る
。『
後
山
詩
話
』
に
は
、
王
安
石
は
し
ば
し
ば
登
場

す
る
が
、
そ
の
場
合
、「
王
荊
公
」
や
「
王
介
甫
」
と
称
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
王
旦
を
称
し
て
「
王
特
進
」
と
言
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
王
旦
は
、
真
宗
の
時
、
参
知
政
事
や
同
中
書
門
下
平
章

事
な
ど
の
宰
相
職
を
歴
任
し
て
お
り
、
時
期
的
に
欧
陽
脩
と
も
近
い
。

＊
表
奏
‥「
表
」「
奏
」
と
も
に
、
臣
下
が
皇
帝
に
た
て
ま
つ
る
上
奏
文
の
一
種
。

【
通
釈
】

 

北
宋
初
期
の
知
識
人
は
、
お
お
む
ね
四
六
文
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
散
文
的
な
言
葉
と
故
事
と
を
用
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

楊
億
の
公
文
書
は
豪
放
雄
厚
な
趣
き
が
あ
り
、
文
体
も
変
化
に
富

ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
唐
末
と
五
代
の
気
風
か
ら
抜
け
出
せ
て

は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
好
ん
で
古
い
言
葉
を
用
い
、
切
対
に

は
巧
み
で
あ
っ
た
が
、
実
は
そ
れ
は
、
単
に
科
挙
の
進
士
科
の
試

験
に
課
せ
ら
れ
る
賦
の
ス
タ
イ
ル
の
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

 
欧
陽
脩
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
散
文
の
ス
タ
イ
ル
で
対
偶
を
作

り
、
さ
ら
に
事
柄
を
述
べ
つ
ら
ね
る
こ
と
に
長
け
、
故
事
や
古
め

か
し
い
言
葉
を
使
わ
な
く
て
も
、
そ
の
文
は
ま
す
ま
す
高
尚
な
趣

き
を
備
え
、
韓
愈
に
次
ぐ
も
の
と
言
え
よ
う
。
王
特
進
の
晩
年
の

― 255 ―



『後山詩話』訳注稿（三）

（ 23）

表
や
奏
と
い
っ
た
公
文
書
も
ま
た
巧
み
で
あ
る
が
、
た
だ
技
巧
に

凝
り
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。

五
十
二

 

元
祐
初
、
起
范
蜀
公
于
家
、
固
辭
。
其
表
云
、「
六
十
三
而

致
仕
。
固
不
待
年
。
七
十
九
而
造
朝
、
豈
云
知
禮
」。
是
時
文

潞
公
八
十
餘
、
一
召
而
來
。
人
各
有
所
志
也
。

【
訓
読
】

 

元
祐
の
初
め
、
范
蜀
公
を
家
よ
り
起
こ
さ
ん
と
す
る
も
、
固
辞

す
。
其
の
表
に
云
ふ
、「
六
十
三
に
し
て
致ち

し仕
す
。
固
よ
り
年
を
待

た
ず
。
七
十
九
に
し
て
朝
に
造い
た

る
は
、
豈
に
礼
を
知
る
と
云
は
ん

や
」と
。
是
の
時
、文
潞
公
は
八
十
余
、一
た
び
召
さ
れ
て
来
た
る
。

人　

各
お
の
志
す
所
有
る
な
り
。

【
語
釈
】

＊
起
家
‥
官
吏
と
し
て
起
用
す
る
こ
と
。

＊
范
蜀
公
‥
北
宋
・
范
鎮
の
こ
と
。
字
は
景
仁
。
仁
宗
の
宝
元
元
年
（
一
〇
三
八
）

の
進
士
。
知
制
誥
・
翰
林
学
士
な
ど
を
歴
任
。
神
宗
の
煕
寧
三
年
、
王
安
石
の

新
法
と
合
わ
ず
、
戸
部
侍
郎
を
も
っ
て
退
職
し
た
。
哲
宗
の
元
祐
年
間
の
初
め
、

再
び
出
仕
を
求
め
ら
れ
た
が
、
辞
退
し
た
。
蜀
郡
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

＊
致
仕
‥
退
職
す
る
こ
と
。
七
十
歳
が
退
職
す
べ
き
年
齢
と
さ
れ
て
い
た
。

＊
不
待
年
‥
こ
こ
で
は
、
退
職
年
齢
の
七
十
歳
を
待
た
ず
に
辞
職
し
た
こ
と
を
言
う
。

＊
文
潞
公
‥
北
宋
・
文
彦
博
の
こ
と
。
字
は
寛
夫
。
仁
宗
の
天
聖
五
年
（
一
〇
二
七
）

の
進
士
。
仁
宗
・
英
宗
・
神
宗
・
哲
宗
の
四
朝
に
仕
え
、
枢
密
副
使
・
参
知
政

事
な
ど
を
歴
任
。
潞
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

【
通
釈
】

 

元
祐
年
間
の
初
め
、
朝
廷
は
范
鎮
を
再
度
起
用
し
よ
う
と
し
た

が
、
范
鎮
は
そ
れ
を
固
辞
し
た
。
そ
の
表
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
私
は
六
十
三
歳
で
退
職
し
ま
し
た
。
七
十
歳
と
い
う
退
職
年
齢
で

さ
え
待
た
な
か
っ
た
の
で
す
。
七
十
九
歳
で
、
再
び
朝
廷
に
仕
え

る
な
ど
、
ど
う
し
て
礼
を
わ
き
ま
え
た
行
為
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う

か
」
と
。
こ
の
時
、
文
彦
博
は
八
十
数
歳
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
朝

廷
か
ら
召
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
赴
い
た
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
志

す
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

五
十
三

 

昔
之
黠
者
、
滑
稽
以
玩
世
。
曰
彭
祖
八
百
歲
而
死
、
其
婦
哭

之
慟
。
其
鄰
里
共
解
之
曰
、「
人
生
八
十
不
可
得
、而
翁
八
百
矣
。

尚
何
尤
」。
婦
謝
曰
、「
汝
輩
自
不
諭
爾
。
八
百
死
矣
。
九
百
猶

在
也
」。
世
以
癡
爲
九
百
。
謂
其
精
神
不
足
也
。

 

又
曰
、
令
新
視
事
而
不
習
吏
道
。
召
胥
魁
問
之
。
魁
具
道
笞
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十
至
五〔
校
一
〕
十
、
及
折
杖
數
。
令
遽
止
之
曰
、「
我
解
矣
。
笞
六
十

爲
杖
十
四
邪
」。
魁
笑
曰
、「
五
十
尚
可
、
六
十
猶
癡
邪
」。

 
長
公
取
爲
偶
對
曰
、「
九
百
不
死
、
六
十
猶
癡
」。

【
校
異
】

校
一
‥「
問
之
、
魁
」
は
、
も
と
脱
落
し
て
い
た
。
適
園
本
に
よ
っ
て
補
う
。

【
訓
読
】

 

昔
の
黠か
つ

な
る
者
は
、
滑こ
っ
け
い稽　

以
て
世
を
玩
ぶ
。
曰
く
、
彭ほ
う

祖そ

は

八
百
歳
に
し
て
死
し
、
其
の
婦　

之
を
哭
し
て
慟
す
。
其
の
隣
里   

共
に
之
を
解
き
て
曰
く
、「
人
生　

八
十　

得
べ
か
ら
ざ
る
に
、
而

し
て
翁
は
八
百
な
り
。
尚
ほ
何
を
か
尤
め
ん
や
」
と
。
婦　

謝
し

て
曰
く
、「
汝
が
輩
、
自
ら
諭
ら
ざ
る
の
み
。
八
百
は
死
せ
り
。
九

百
は
猶
ほ
在
る
な
り
」
と
。
世　

痴
を
以
て
九
百
と
為
す
。
其
の

精
神
の
足
ら
ざ
る
を
謂
ふ
な
り
。

 

又
た
曰
く
、
令　

新
た
に
事
を
視
る
も
吏
道
を
習
は
ず
。
胥し
ょ

魁か
い

を
召
し
て
之
を
問
ふ
。
魁　

具つ
ぶ

さ
に
笞
は
十
よ
り
五
十
に
至
る
と

道い

ひ
、
折
杖
の
数
に
及
ば
ん
と
す
。
令　

遽に
わ

か
に
之
を
止
め
て
曰

く
、「
我　

解
せ
り
。
笞
の
六
十
は
杖
の
十
四
た
る
か
」
と
。
魁   

笑
ひ
て
曰
く
、「
五
十
は
尚
ほ
可
な
り
、
六
十
は
猶
ほ
痴
た
る
か
」

と
。

 

長
公　

取
り
て
偶
対
を
為つ
く

り
て
曰
く
、「
九
百
は
死
せ
ず
、
六
十

は
猶
ほ
痴
な
り
」
と
。

【
語
釈
】

＊
黠
者
‥
賢
い
人
。
頭
の
回
転
が
は
や
い
人
。

＊
滑
稽
‥
口
先
が
う
ま
い
こ
と
。

＊
彭
祖
‥
伝
説
上
の
仙
人
。
長
寿
者
の
象
徴
的
な
存
在
と
さ
れ
る
。

＊
九
百
‥
お
ろ
か
な
者
の
意
。
当
時
、
愚
か
者
の
こ
と
を
俗
に
「
九
百
」
と
称
し
た
。

＊
視
事
‥
政
務
を
執
り
行
う
こ
と
。

＊
胥
魁
‥
地
元
で
採
用
し
た
小
役
人
の
頭か
し
ら。

＊
笞
‥
む
ち
う
ち
の
刑
。
そ
の
回
数
が
十
回
か
ら
五
十
回
ま
で
の
五
段
階
に
分
か
れ

て
い
た
。

＊
折
杖
‥
杖
状
の
も
の
で
背
中
や
臀
部
を
た
た
く
刑
。「
折
杖
の
制
」
と
言
い
、
宋
の

太
祖
の
建
隆
四
年
（
九
六
三
）
に
、
従
来
の
杖
刑
を
軽
減
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
。

＊
六
十
猶
癡
邪
‥
む
ち
打
ち
の
刑
は
、
五
十
回
ま
で
し
か
な
い
の
に
、
六
十
と
い
う

数
字
を
挙
げ
た
の
で
、
お
か
し
い
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

＊
長
公
‥
蘇
軾
の
こ
と
。
南
宋
・
胡
仔
の
『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
後
集
巻
三
十
「
東
坡
」

に
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。―

當
時
以
東
坡
爲
長
公
、
子
由
爲
少
公
。〔
当
時   

東
坡
を
以
て
長
公
と
為
し
、
子
由
を
少
公
と
為
す
〕。―

「
子
由
」
は
、
蘇
軾

の
弟
・
蘇
轍
の
字
。

＊「
九
百
不
死
」
の
二
句
‥
現
存
の
蘇
軾
の
集
に
は
見
え
な
い
。

【
通
釈
】

 
昔
の
賢
い
者
は
、
口
先
の
う
ま
さ
で
世
間
を
か
ら
か
っ
て
い
た
。

た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
彭
祖
が
八
百
歳
で
死
に
、
そ
の

妻
が
夫
の
死
を
大
声
で
泣
き
悲
し
ん
だ
。
近
隣
の
人
た
ち
は
み
な
、

彼
女
を
な
だ
め
て
言
っ
た
。「
人
の
寿
命
は
八
十
で
さ
え
得
る
こ
と
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が
難
し
い
と
い
う
の
に
、
旦
那
さ
ん
は
八
百
歳
ま
で
生
き
た
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
こ
れ
以
上
、
何
を
咎
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う

か
」
と
。
妻
は
拒
ん
で
言
っ
た
。「
あ
な
た
方
は
理
解
さ
れ
て
い
な

い
の
で
す
。
八
百
歳
の
夫
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
な
の
に
九

百
と
呼
ば
れ
て
い
る
者
た
ち
は
ま
だ
生
き
て
い
る
の
で
す
」
と
。

世
間
で
は
愚
か
者
の
こ
と
を
九
百
と
称
し
て
い
る
。
神
経
が
足
り

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

 

ま
た
の
例
に
言
う
。
県
令
が
新
た
に
政
務
を
執
り
行
う
こ
と
に

な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
方
法
を
習
得
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

小
役
人
の
頭か
し
らを
呼
ん
で
質
問
し
た
。
頭か
し
らは
鞭
打
ち
刑
が
十
回
か
ら

五
十
回
ま
で
の
五
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
を
詳
し
く
説
明

し
、
次
に
杖
打
ち
の
刑
の
回
数
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
す
る
と

県
令
は
急
に
そ
れ
を
や
め
さ
せ
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
私
は

も
う
分
か
っ
た
。
鞭
打
ち
刑
の
六
十
回
が
杖
打
ち
刑
の
十
四
回
に

相
当
す
る
の
だ
ろ
う
」
と
。
頭か
し
らは
笑
っ
て
言
っ
た
。「
五
十
で
あ
れ

ば
、
ま
だ
よ
ろ
し
い
の
で
す
が
、
六
十
と
い
う
の
は
、
や
は
り
お

か
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
。

 

蘇
軾
は
こ
の
二
つ
の
話
を
取
り
上
げ
て
、
以
下
の
よ
う
な
対
句

を
作
っ
た
。「
九
百
は
死
な
な
い
。
六
十
は
や
は
り
愚
か
で
あ
る
」

と
。

五
十
四

 

唐
語
曰
、「
二
十
四
考
中
書
令
」。
謂
汾
陽
王
也
。
而
無
其
對
。

或
以
問
平
甫
、
平
甫
應
聲
曰
、「
萬
八
千
戶
冠
軍
侯
」。
不
惟
對

偶
精
切
、
其
貴
亦
相
當
也
。

【
訓
読
】

 

唐
の
語
に
曰
く
、「
二
十
四
考
の
中
書
令
」
と
。
汾ふ
ん
よ
う陽
王
を
謂
ふ

な
り
。
而
る
に
其
の
対
す
る
無
し
。
或
ひ
と
以
て
平
甫
に
問
ふ
に
、

平
甫　

声
に
応
じ
て
曰
く
、「
万
八
千
戸
の
冠
軍
侯
」
と
。
惟
だ
に

対
偶
の
精
切
な
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
貴
き
も
亦
た
相
ひ
当
つ
る

な
り
。

【
語
釈
】

＊
二
十
四
考
‥
唐
の
郭
子
儀
が
長
ら
く
中
書
令
の
任
に
あ
り
、
人
材
登
用
の
試
験
を

行
う
こ
と
二
十
四
回
に
も
及
ん
だ
こ
と
を
言
う
。

＊
汾
陽
王
‥
郭
子
儀
の
こ
と
。
唐
の
粛
宗
の
時
、
安
史
の
乱
を
平
ら
げ
て
功
を
立
て
、

汾
陽
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
太
尉
中
書
令
と
な
る
。

＊
平
甫
‥
王
安
石
の
弟
、
王
安
国
の
こ
と
。
平
甫
は
そ
の
字
。

＊
冠
軍
侯
‥
前
漢
の
武
将
、霍
去
病
の
こ
と
。『
漢
書
』
巻
五
十
五
「
衛
青
霍
去
病
伝
」

に
よ
れ
ば
、
匈
奴
を
征
伐
し
た
功
績
に
よ
り
、
冠
軍
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
二
千
五

百
戸
を
賜
っ
た
。
そ
の
後
、
軍
功
を
重
ね
戸
数
を
加
増
さ
れ
る
こ
と
四
度
、
最

終
的
に
は
一
万
七
千
六
百
戸
、
お
よ
そ
「
萬
八
千
戸
」
と
な
っ
た
。
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【
通
釈
】

 
唐
代
の
言
葉
に
、「
二
十
四
回
も
の
試
験
を
行
っ
た
中
書
令
」
と

あ
る
。
汾
陽
王
の
郭
子
儀
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
と
対
に
な
る
句
が
な
か
っ
た
。
あ
る
人
が
そ
こ
で
王
安
国

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
さ
ま
応
じ
て
、「
一
万
八
千
戸
を
賜
っ
た

冠
軍
侯
」
と
言
っ
た
。
対
偶
が
精
確
な
だ
け
で
は
な
く
、
詠
わ
れ

て
い
る
人
物
の
身
分
の
貴
さ
も
ま
た
釣
り
合
い
が
と
れ
て
い
る
。

五
十
五

 

范
文
正
公
爲
「
岳
陽
樓
記
」、
用
對
語
說
時
景
。
世
以
爲
奇
。

尹
師
魯
讀
之
曰
、「
傳
奇
體
爾
」。『
傳
奇
』、
唐
裴
鉶
所
著
小
說

也
。

【
訓
読
】

 

范
文
正
公　
「
岳
陽
楼
の
記
」
を
為つ
く

る
に
、
対
語
を
用
ひ
て
時
景

を
説
く
。
世　

以
て
奇
と
為
す
。
尹い
ん

師し

魯ろ　

之
を
読
み
て
曰
く
、

「
伝
奇
の
体
な
る
の
み
」
と
。『
伝
奇
』
と
は
、
唐
の
裴は
い
け
い鉶
の
著
す

所
の
小
説
な
り
。

【
語
釈
】

＊
范
文
正
公
‥
北
宋
・
范
仲
淹
の
こ
と
。
字
は
希
文
。
文
正
は
そ
の
諡
。
仁
宗
の
慶

暦
年
間
に
参
知
政
事
と
し
て
政
治
を
革
新
し
た
。
そ
れ
を
「
慶
暦
の
新
政
」
と

称
す
る
。
し
か
し
、
保
守
派
の
反
対
に
遭
い
、
地
方
に
左
遷
さ
れ
た
。

＊「
岳
陽
樓
記
」‥
仁
宗
の
慶
暦
六
年
（
一
〇
四
六
）、
范
仲
淹
と
同
年
の
進
士
で
、
当

時
、
岳
州
知
事
で
あ
っ
た
滕
宗
諒
が
岳
陽
楼
を
修
築
し
た
。
そ
の
記
念
に
依
頼

さ
れ
て
范
仲
淹
が
書
い
た
も
の
。
そ
の
「
先
天
下
之
憂
而
憂
、
後
天
下
之
樂
而

樂
〔
天
下
の
憂
い
に
先
ん
じ
て
憂
い
、
天
下
の
楽
し
み
に
後
れ
て
楽
し
む
〕」
と

い
う
一
節
は
、「
後
楽
園
」
の
名
称
の
由
来
と
し
て
も
有
名
。

＊
時
景
‥
季
節
の
景
色
。
ち
な
み
に
「
岳
陽
樓
記
」
の
中
で
、
対
句
を
用
い
て
岳
陽

楼
か
ら
眺
め
ら
れ
る
季
節
の
景
色
を
描
い
た
一
節
に
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。―

至
若
春
和
景
明
、波
瀾
不
驚
。…
…
沙
鷗
翔
集
、錦
鱗
游
泳
。

…
…
而
或
長
煙
一
空
、
皓
月
千
里
。
浮
光
躍
金
、
静
影
沉
璧
。〔
春
は
和
や
か
に

景ひ

は
明
ら
か
な
る
が
若
き
に
至
り
て
は
、
波
瀾　

驚
か
ず
。
…
…
沙
鷗
は
翔
集

し
、
錦
鱗
は
游
泳
す
。
…
…
。
而
し
て
或
い
は
、
長
煙　

一
空
に
し
て
、
皓
月   

千
里
な
り
。
浮
光
は
金
を
躍
ら
せ
、
静
影
は
璧
を
沈
む
〕。―

＊
尹
師
魯
‥
北
宋
・
尹
洙
の
こ
と
。
師
魯
は
そ
の
字
。
政
治
面
で
は
范
仲
淹
を
支
持

し
た
。
范
仲
淹
が
左
遷
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
上
奏
文
を
提
出
し
て
弁
護
し
た
た

め
、
自
ら
も
降
格
処
分
と
な
っ
た
。

＊『
傳
奇
』‥
唐
の
裴
鉶
が
著
し
た
小
説
集
の
名
。『
新
唐
書
』巻
五
十
九「
藝
文
志
三
」

に
は
、「
裴
鉶
傳
奇
三
巻
」
と
著
録
さ
れ
、
さ
ら
に
裴
鉶
に
つ
い
て
「
高
駢
從
事

〔
高こ
う

駢べ
ん
の
従
事
な
り
〕」
と
あ
る
。
す
で
に
失
わ
れ
現
存
し
な
い
が
、『
太
平
廣
記
』

巻
三
十
四
所
収
の
「
崔
韋
」、
巻
五
十
所
収
の
「
裴
航
」、
巻
一
九
四
所
収
の
「
崑

崙
奴
」「
聶
隱
娘
」
な
ど
の
話
は
、『
傳
奇
』
を
出
典
と
す
る
と
言
う
。
こ
れ
ら

の
話
に
は
い
ず
れ
も
、「
岳
陽
樓
記
」
と
同
様
、
四
字
の
対
句
が
多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
。
尹
洙
が
「
岳
陽
樓
記
」
を
「
伝
奇
の
ス
タ
イ
ル
に
す
ぎ
な
い
」
と
言
っ

た
の
も
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
点
を
指
し
て
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

【
通
釈
】

 

范
仲
淹
が
「
岳
陽
楼
の
記
」
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
対
に
な
る
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言
葉
を
用
い
て
岳
陽
楼
か
ら
見
え
る
季
節
の
景
色
を
説
い
た
。
世

間
で
は
優
れ
た
作
品
だ
と
評
価
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
尹
洙
は
そ
れ

を
読
ん
で
「
伝
奇
の
ス
タ
イ
ル
に
す
ぎ
な
い
」
と
言
っ
た
。
こ
こ

で
言
う
『
伝
奇
』
と
は
、
唐
の
裴
鉶
が
書
い
た
小
説
の
こ
と
で
あ

る
。

【
備
考
】

 
 

尹
洙
の「
傳
奇
體
爾
」と
い
う
言
葉
を
、范
仲
淹
の「
岳
陽
樓
記
」の
文
体
を
譏
っ

た
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
従
来
の
説
に
対
し
て
、
高
橋
稔
氏
は
、
次
の
よ
う
な
異

説
を
唱
え
る
。
す
な
わ
ち
、
尹
洙
の
言
葉
は
、「
岳
陽
樓
記
」
の
対
語
が
当
時
文
人

の
間
で
作
ら
れ
た
駢
体
文
に
見
る
対
語
で
は
な
く
、「
傳
奇
」
に
代
表
さ
れ
る
語
り

物
の
対
語
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
尹
洙
が
譏
っ
た
の
は
、

范
仲
淹
の
著
し
た
文
体
に
対
し
て
で
は
な
く
、
実
は
そ
の
対
語
の
著
し
方
を
正
し

く
判
別
す
る
事
も
な
く
た
だ
素
晴
ら
し
い
と
言
っ
て
称
え
た
「
世
」
に
対
し
て
で

あ
っ
た
、
と
（
高
橋
稔
論
文
「「
岳
陽
樓
記
」
中
の
傳
奇
體
に
つ
い
て
」、『
東
方
學
』

第
百
十
二
輯
、
東
方
学
会
、
二
〇
〇
六
年
）。
た
だ
し
、
論
証
の
過
程
で
資
料
の
扱

い
に
や
や
不
正
確
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
に
わ
か
に
支
持
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
（
第
六
十
三
節
、【
語
釈
】
＊
「
論
文
正
不
當
如
此
」
を
参
照
）。

五
十
六

 

柳
三
變
遊
東
都
南
北
二
巷
、
作
新
樂
府
、
げ
こ
從
俗
。
天
下

詠
之
、
遂
傳
禁
中
。
仁
宗
頗
好
其
詞
、
每
對〔
校
一
〕
酒
、
必
使
侍
從
歌

之
再
三
。
三
變
聞
之
、作
宮
詞
號
「
醉
蓬
萊
」、因
内
官
達
後
宮
、

且
求
其
助
。
仁
宗
聞
而
覺
之
、
自
是
不
復
歌
其
詞
矣
。
會
改
京

官
、
乃
以
無
行
黜
之
。
後
改
名
永
、
仕
至
屯
田
員
外
郎
。

【
校
異
】

校
一
‥「
酒
」
は
、
も
と
脱
落
し
て
い
た
。
前
掲
本
に
よ
っ
て
補
う
。

【
訓
読
】

 

柳
三
変　

東
都
の
南
北
の
二
巷
に
遊
び
、
新
楽
府
を
作
り
、
ぐい

けひ

し
て
俗
に
従
ふ
。
天
下　

之
を
詠
じ
、
遂つ
い

に
禁
中
に
伝
は
る
。

仁
宗　

頗
る
其
の
詞
を
好
み
、
酒
に
対
す
る
毎
に
、
必
ず
侍
従
を

し
て
之
を
歌
は
し
む
る
こ
と
再
三
な
り
。
三
変　

之
を
聞
く
や
、

宮
詞
を
作
り
て
「
酔
蓬
莱
」
と
号
し
、
内
官
に
因
り
て
後
宮
に
達

せ
し
め
、
且ま
さ

に
其
の
助
を
求
め
ん
と
す
。
仁
宗　

聞
き
て
之
を
覚

り
、
是
れ
よ
り
復
た
其
の
詞
を
歌
は
ず
。
会た
ま

た
ま
京
官
を
改
む
る

に
、
乃
ち
無
行
を
以
て
之
を
黜し
り
ぞく
。
後
、
名
を
永
と
改
め
、
仕
へ

て
屯
田
員
外
郎
に
至
る
。

【
語
釈
】

＊
柳
三
變
‥
柳
永
の
こ
と
。
も
と
の
名
を
「
三
變
」
と
言
う
。
若
い
頃
は
官
職
に
恵

ま
れ
ず
、
北
宋
・
仁
宗
の
景
祐
元
年
（
一
〇
三
四
）
に
五
十
歳
を
超
え
て
よ
う

や
く
科
挙
の
進
士
科
に
合
格
し
、
屯
田
員
外
郎
と
な
っ
た
。
ま
た
、
慢
詞
と
呼

ば
れ
る
、
長
短
句
を
交
え
た
長
篇
の
詞
を
数
多
く
作
っ
た
最
初
の
詞
人
と
し
て

名
高
い
。

＊
東
都
南
北
二
巷
‥「
東
都
」
は
、
北
宋
の
都
、
開
封
の
こ
と
。『
東
京
夢
華
録
』
巻
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二
「
潘
樓
東
街
巷
」
に
よ
れ
ば
、
潘
楼
街
の
東
に
「
南
斜
街
」
と
「
北
斜
街
」

と
い
う
名
の
盛
り
場
が
あ
り
、
と
も
に
妓
楼
が
あ
っ
た
と
言
う
。「
南
北
二
巷
」

と
は
、
こ
れ
ら
を
指
す
か
。
ま
た
、『
東
京
夢
華
録
』
巻
二
「
宣
德
樓
前
省
府
宮

宇
」
に
よ
れ
ば
、
朱
雀
門
の
南
に
「
院
街
」
と
呼
ば
れ
た
妓
楼
ば
か
り
の
通
り

が
あ
っ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
、「
南
北
二
巷
」
と
は
、
朱
雀
門
の
南
に
あ
っ
た

「
院
街
」
と
潘
楼
街
の
東
に
あ
っ
た
盛
り
場
と
を
指
す
か
。

＊
新
樂
府
‥
こ
こ
で
は
、
詞
の
こ
と
。

＊
げ
こ
‥
屈
曲
す
る
、
の
意
。
こ
こ
で
は
、
官
職
に
恵
ま
れ
ず
、
や
む
な
く
世
俗
に

従
っ
て
生
き
て
い
る
さ
ま
を
言
う
。

＊
内
官
‥
宮
中
の
女
官
。

＊
無
行
‥
節
操
が
な
い
こ
と
。

【
通
釈
】

 

柳
三
変
は
、
東
都
の
南
北
二
つ
の
色
街
に
足
を
運
ん
で
は
、
詞

を
作
り
、
意
に
反
し
て
世
俗
に
従
い
暮
ら
し
て
い
た
。
天
下
の

人
々
が
彼
の
詞
を
口
ず
さ
ん
だ
の
で
、
か
く
し
て
宮
中
に
ま
で
伝

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
仁
宗
は
た
い
そ
う
彼
の
詞
を
好
み
、
酒
宴

を
催
す
ご
と
に
、
必
ず
侍
従
に
何
度
も
彼
の
詞
を
歌
わ
せ
た
。
三

変
は
そ
の
こ
と
を
耳
す
る
と
、
宮
廷
を
詠
じ
た
詞
を
作
り
「
酔
蓬

莱
」
と
名
づ
け
、
宮
中
の
女
官
に
頼
ん
で
、
後
宮
に
届
け
さ
せ
、

援
助
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
仁
宗
は
そ
の
こ
と
を
耳
に
し
、
三
変

が
自
分
を
売
り
込
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
覚
り
、
以
来
、
彼
の

詞
を
歌
う
こ
と
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
都
の
官
吏
を
改
め
る
に
際

し
て
、
節
操
が
な
い
と
の
理
由
で
、
な
ん
と
仁
宗
は
彼
を
退
け
た

の
で
あ
る
。
三
変
は
後
に
名
前
を
永
と
改
め
、
官
に
仕
え
て
屯
田

員
外
郎
に
至
っ
た
。

五
十
七

 

寧
拙
毋
巧
。
寧
樸
毋
華
。
寧
粗
毋
弱
。
寧
僻
毋
俗
。
詩
文
皆

然
。

【
訓
読
】

 

寧む
し

ろ
拙
な
る
も
巧
な
る
こ
と
毋な

か
れ
。
寧
ろ
樸
な
る
も
華
な
る

こ
と
毋
か
れ
。
寧
ろ
粗
な
る
も
弱
な
る
こ
と
毋
か
れ
。
寧
ろ
僻
な

る
も
俗
な
る
こ
と
毋
か
れ
。
詩
文　

皆
な
然
り
。

【
通
釈
】

 

技
巧
に
走
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
拙
劣
な
方
が
よ
い
。
華
美
を
求

め
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
質
朴
な
方
が
よ
い
。
弱
々
し
い
よ
り
は
、

む
し
ろ
粗
削
り
な
方
が
よ
い
。
通
俗
的
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ

偏
屈
な
方
が
よ
い
。
こ
れ
ら
は
、
詩
と
文
と
の
い
ず
れ
に
も
あ
て

は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
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五
十
八

 
魏
文
帝
曰
、「
文
以
意
爲
主
、
以
氣
爲
輔
、
以
詞
爲
衛
」。
子

桓
不
足
以
及
此
、
其
能
有
所
傳
乎
。

【
訓
読
】

 

魏
の
文
帝
曰
く
、「
文
は
意
を
以
て
主
と
為な

し
、
気
を
以
て
輔
と

為
し
、
詞
を
以
て
衛ま
も

り
と
為
す
」
と
。
子
桓　

以
て
此
れ
に
及
ぶ

に
足
ら
ざ
る
に
、
其
れ
能よ

く
伝
は
る
所
有
ら
ん
や
。

【
語
釈
】

＊
魏
文
帝
‥
三
国
時
代
・
魏
の
初
代
皇
帝
で
あ
る
曹
丕
（
字
は
子
桓
）
の
こ
と
。

＊
文
以
意
爲
主
〜
‥
南
宋
・
魏
慶
之
の
『
詩
人
玉
屑
』
巻
六
に
も
、
魏
の
文
帝
の
言

葉
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
が
、
魏
の
文
帝
の
集
に
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
見
え

な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
『
典
論
』
論
文
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

―

文
以
氣
爲
主

0

0

0

0

0

。
氣
之
清
濁
有
體
、
不
可
力
強
而
致
。〔
文
は
気
を
以
て
主
と

為
す
。
気
の
清
濁
に
体
有
り
、
力つ
と
め
て
強
ひ
て
致
す
べ
か
ら
ず
〕。―

ち
な
み

に
、
唐
・
杜
牧
の
「
答
莊
充
書
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
類
似
の
記
述
が
あ
る
。

―

凡
爲
文
以
意
爲
主
、
以
氣
爲
輔
、
以
辭
彩
章
句
爲
之
兵
衛
。〔
凡
そ
文
を
為

る
に
意
を
以
て
主
と
為
し
、
気
を
以
て
輔
と
為
し
、
辞
彩
章
句
を
以
て
之
が
兵

衛
と
為
す
〕。―

＊
子
桓
‥
魏
の
文
帝
、
曹
丕
の
こ
と
。
子
桓
は
そ
の
字
。

【
通
釈
】

 

魏
の
文
帝
（
曹
丕
）
の
言
葉
に
、「
文
は
表
そ
う
と
す
る
意お
も

い
を

主
と
し
、
み
な
ぎ
る
精
気
を
助
け
と
し
、
言
葉
を
護
り
と
す
る
」

と
あ
る
。
曹
丕
は
こ
の
言
葉
の
域
に
十
分
に
達
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
後
世
に
伝
わ
る
文
な
ど
あ
る
で
あ
ろ
う

か
。

五
十
九

 

魯
直
與
方
蒙
書
、「
頃
洪
甥
送
令
嗣
二
詩
。
風
致
灑
落
、
才

思
高
秀
。
展
讀
賞
愛
、
恨
未
識
面
也
。
然
近
世
少
年
、
多
不
肯

治
經
術
及
精
讀
史
書
、
乃
縱
酒
以
助
詩
。
故
詩
人
致
遠
則〔
校
一
〕
泥
。

想
達
源
自
能
追
琢
之
、
必
皆
離
此
諸
病
、
漫
及
之
爾
」。

 

與
洪
朋
書
云
、「
龜
父
所
寄
詩
、
語
益
老
健
、
甚
慰
相
期
之
意
。

方
君
詩
、如
鳳
雛
出
鷇
。
雖
未
能
翔
于
千
仞
、竟
是
真
鳳〔
校
二
〕
凰
爾
」。

 

與
潘
邠
老
書
曰
、「
大
受
今
安
在
。
其
詩
甚
有
理
致
、
語
又

工
也
」。
又
曰
、「
但
詠
五
言
、
覺
翰
墨
之
氣
如
虹
、
猶
足
貫
日

爾〔
校
三
〕」。

【
校
異
】

校
一
‥「
書
」「
酒
」「
詩
人
」
は
、
も
と
脱
落
し
て
い
た
。
適
園
本
に
よ
っ
て
補
う
。

校
二
‥「
凰
」
は
、
も
と
脱
落
し
て
い
た
。
適
園
本
に
よ
っ
て
補
う
。

校
三
‥「
與
潘
邠
老
書
曰
…
…
」
は
、
も
と
は
（
第
六
十
三
節
の
）「
余
評
李
白
詩
」

の
後
に
あ
っ
た
。
適
園
本
に
よ
っ
て
補
い
移
す
。
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【
訓
読
】

 
魯
直
の
方
蒙
に
与
ふ
る
の
書
に
い
ふ
、「
頃こ
の
ごろ
洪
甥　

令
嗣
の
二

詩
を
送
る
。
風
致
は
灑し
ゃ
ら
く落
に
し
て
、
才
思
は
高
秀
な
り
。
展
読
し

て
賞
愛
す
る
も
、
未
だ
面
を
識し

ら
ざ
る
を
恨
む
な
り
。
然
れ
ど
も

近
世
の
少
年
、
多
く
経
術
を
治
む
る
こ
と
及
び
史
書
を
精
読
す
る

を
肯が
え
んぜ
ず
、
乃
ち
酒
を
縦
ほ
し
い
ま
まに
し
て
以
て
詩
を
助
く
。
故
に
詩
人   

遠
き
を
致
さ
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
泥な
ず

む
。
想
ふ
に
、
達
源　

自
ら

能
く
之
を
追
琢
す
れ
ば
、
必
ず
皆
な
此
の
諸
病
を
離
れ
、
漫
と
し

て
之
に
及
ぶ
の
み
」
と
。

 

洪
朋
に
与
ふ
る
の
書
に
云
ふ
、「
亀
父
の
寄
す
る
所
の
詩
、
語
は

益
ま
す
老
健
に
し
て
、
甚
だ
相
期
の
意
を
慰
む
。
方
君
の
詩
は
、

鳳
雛
の
殻
よ
り
出
づ
る
が
如
し
。
未
だ
千
仞
を
翔あ
ま
がけ
る
こ
と
能あ
た

は

ず
と
雖
も
、
竟つ
い

に
是
れ
真
の
鳳
凰
な
る
の
み
」
と
。

 

潘
邠
老
に
与
ふ
る
の
書
に
曰
く
、「
大
受
は
今　

安い
ず

く
に
か
在

る
。
其
の
詩　

甚
だ
理
致
有
り
、
語
も
又
た
工た
く
みな
り
」
と
。
又
た

曰
く
、「
但
だ
五
言
を
詠
ず
る
の
み
な
る
も
、
翰
墨
の
気　

虹
の
如

く
、
猶
ほ
日
を
貫
く
に
足
る
が
ご
と
き
を
覚
ゆ
」
と
。

【
語
釈
】

＊
魯
直
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
の
こ
と
。
魯
直
は
そ
の
字
。

＊
方
蒙
‥
未
詳
。『
揮
麈
録
』
後
録
巻
七
に
、「
方
達
源
…
…
、
達
源
名
蒙
〔
方
達
源

…
…
、
達
源
、
名
は
蒙
〕」
と
あ
る
。
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＊
洪
甥
‥
こ
こ
で
は
、
黄
庭
堅
の
甥
に
あ
た
る
洪
朋
（
字
は
亀
父
）
を
指
す
。

＊
令
嗣
‥
令
息
。

＊
致
遠
則
泥
‥
高
遠
な
こ
と
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
滞
っ
て
し
ま
い
前
に
進
ま
な
く

な
る
こ
と
。『
論
語
』
子
張
篇
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。―

雖
小
道
、
必
有

可
觀
者
焉
。
致
遠
恐
泥
。
是
以
君
子
不
爲
也
。〔
小
道
と
雖
も
、
必
ず
観
る
べ
き

者
有
り
。
遠
き
を
致
さ
ん
に
は
泥
ま
ん
こ
と
を
恐
る
。
是こ
こ

を
以
て
君
子
は
為
さ

ざ
る
な
り
〕。―

＊
達
源
‥
方
蒙
の
こ
と
。
達
源
は
そ
の
字
。

＊
方
君
詩
‥
方
蒙
の
息
子
の
詩
を
指
す
。

＊
潘
邠
老
‥
北
宋
・
潘
大
臨
の
こ
と
。
邠
老
は
そ
の
字
。
黄
州
の
人
で
、
家
が
貧
し

く
出
仕
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
蘇
軾
が
黄
州
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
時
に
交
流

が
あ
っ
た
。

＊
大
受
‥
晁
端
稟
の
こ
と
。
大
受
は
そ
の
字
。
晁
補
之
の『
鷄
肋
集
』巻
六
十
三
参
照
。

＊
虹
貫
日
‥
虹
が
太
陽
を
貫
く
こ
と
。
精
誠
の
情
が
天
に
通
じ
て
起
こ
る
現
象
と
さ

れ
た
。『
史
記
』
巻
八
十
三
「
刺
客
列
伝
」
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。―

昔
者
、

荊
軻
慕
燕
丹
義
、
白
虹
貫
日
。
太
子
畏
之
。〔
昔
、
荊
軻　

燕
丹
の
義
を
慕
ひ
、

白
虹　
日
を
貫
く
。
天
子　
之
を
畏
と
す
〕。―

【
通
釈
】

 

黄
庭
堅
が
方
蒙
に
与
え
た
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
こ
の

ご
ろ
甥
の
洪
朋
が
あ
な
た
の
ご
子
息
の
詩
を
二
首
届
け
て
く
れ
ま

し
た
。
趣
き
は
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
て
、
才
能
も
高
く
抜
き
ん
出

て
お
り
ま
す
。
閲
覧
し
て
は
そ
の
出
来
映
え
に
感
心
し
て
お
り
ま

す
が
、
ご
子
息
に
ま
だ
お
会
い
し
た
こ
と
が
な
い
の
が
残
念
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
頃
の
若
者
は
、
儒
教
の
経
典
の
学
習
や
、
歴

史
書
の
精
読
を
し
た
が
ら
な
い
者
が
多
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
酒
を
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存
分
に
飲
ん
で
は
詩
作
の
助
け
と
し
て
い
る
次
第
で
す
。
だ
か
ら

（
近
頃
の
）
詩
人
た
ち
は
、
高
遠
な
詩
を
作
ろ
う
と
す
れ
ば
、
す
ぐ

に
滞
っ
て
し
ま
い
前
に
進
め
な
く
な
る
の
で
す
。
私
が
思
い
ま
す

に
、
あ
な
た
自
身
が
し
っ
か
り
と
学
問
に
磨
き
を
か
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
あ
な
た
の
詩
文
は
い
ず
れ
も
き
っ
と
こ
れ
ら
の
弊
害
か

ら
免
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
が
あ
な
た
の
ご
子
息
に
も
及
ん

だ
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。

 

洪
朋
に
与
え
た
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
あ
な
た
が
届
け

て
く
れ
た
詩
は
、
言
葉
が
ま
す
ま
す
力
強
く
風
格
を
備
え
、
あ
な

た
に
会
い
た
い
と
思
う
私
の
気
持
ち
を
十
分
に
慰
め
て
く
れ
ま

す
。（
一
緒
に
届
け
て
く
れ
た
）
方
蒙
さ
ん
の
ご
子
息
の
詩
は
、
あ

た
か
も
鳳
の
雛
が
殻
か
ら
出
て
き
た
か
の
よ
う
で
、
千
仞
の
高
さ

ま
で
飛
ぶ
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い
も
の
の
、
本
物
の
鳳
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
」
と
。

 

潘
大
臨
に
与
え
た
書
簡
に
、「
晁
端
稟
は
い
ま
ど
こ
に
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
詩
は
た
い
そ
う
趣
き
が
あ
り
、
言
葉
も
そ
の
う

え
巧
み
で
す
」
と
言
い
、
さ
ら
に
「
た
だ
五
言
の
詩
し
か
作
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
筆
致
に
み
な
ぎ
る
精
気
は
、
虹
が
太
陽
を
貫
く
か

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
」
と
言
う
。

六
十

 

老
杜
云
、「
長
鑱
長
鑱
白
木
柄
、
我
生
託
子
以
爲
命
。
黃
獨

無
苗
山
雪
盛
、
短
衣
數
挽
不
掩
脛
」。
往
時
儒
者
不
解
黃
獨
義
、

改
爲
黃
精
、
學
者
承
之
。
以
余
考
之
、
蓋
黃
獨
是
也
。『
本
草
』

赭
魁
注
、「
黃
獨
、
肉
白
皮
黃
、
巴
漢
人
蒸
食
之
。
江
東
謂
之

土
芋
」。
余
求
之
江
西
、
謂
之
土
卵
。
煮
食
之
類
芋
魁
云
。

【
訓
読
】

 

老
杜
云
ふ
、「
長
き
鑱す
き　

長
き
鑱す
き　

白
木
の
柄
よ
、
我
が
生
は
子し

に
託
し
て
以
て
命
と
為
す
。
黄こ
う
ど
く独
に
苗
無
く　

山
雪　

盛
ん
な
り
、

短
衣　

数
し
ば
挽
く
も　

脛す
ね

を
掩
は
ず
」
と
。
往
時
の
儒
者
、
黄

独
の
義
を
解
せ
ず
、
改
め
て
黄
精
と
為
し
、
学
ぶ
者　

之
を
承
く
。

以
て
余　

之
を
考
ふ
る
に
、
蓋け
だ

し
黄
独　

是ぜ

な
ら
ん
。『
本
草
』
の

赭し
ゃ
か
い魁
の
注
に
い
ふ
、「
黄
独
、
肉
は
白
く
皮
は
黄
に
し
て
、
巴
漢
の

人　

蒸
し
て
之
を
食
ら
ふ
。
江
東　

之
を
土
芋
と
謂
ふ
」
と
。
余   

之
を
江
西
に
求
む
る
に
、
之
を
土
卵
と
謂
ふ
。
煮
て
之
を
食
ら
ふ

に
芋う

魁か
い
に
類
す
と
云
ふ
。

【
語
釈
】

＊「
長
鑱
」の
四
句
‥
七
言
古
詩「
乾
元
中
寓
居
同
谷
縣
作
歌
七
首
」其
二
の
一
節
。「
長

鑱
」
は
、
長
い
柄
を
も
つ
土
を
掘
る
た
め
の
農
具
。
す
き
。
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＊
黄
獨
‥
植
物
の
名
。
黄
色
の
た
ね
い
も
の
よ
う
な
根
が
一
つ
だ
け
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
名
が
あ
る
。
形
は
、
芋
や
卵
に
似
る
。

＊
黄
精
‥
薬
草
の
名
。

＊『
本
草
』
赭
魁
‥『
本
草
』
は
、
書
名
。
薬
の
原
料
と
な
る
植
物
に
つ
い
て
説
明
し

た
も
の
。『
本
草
』
と
称
す
る
書
籍
は
複
数
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
『
本
草
』
が
ど

れ
な
の
か
は
不
明
。「
赭
魁
」
は
、
薬
草
の
名
。

＊
巴
漢
‥
今
の
四
川
省
の
東
、
湖
北
省
の
西
、
陝
西
省
の
南
一
帯
の
地
域
を
指
す
。

＊
江
東
‥
長
江
下
流
域
の
南
岸
一
帯
の
地
を
指
す
。

＊
江
西
‥
長
江
下
流
域
の
北
岸
一
帯
の
地
を
指
す
。

＊
芋
魁
‥
た
ね
い
も
、
お
や
い
も
。

【
通
釈
】

 

杜
甫
の
詩
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
長
い
す
き
、
長
い
す
き
、

そ
の
白
木
の
柄
よ
。
私
は
お
ま
え
に
生
活
を
託
し
て
命
の
綱
と
し

て
い
る
の
だ
。
黄
独
は
苗
も
な
く
、
山
に
は
雪
が
盛
ん
に
降
り
積

も
る
。
冬
だ
と
い
う
の
に
夏
用
の
短
い
衣
を
着
て
、
裳
裾
を
何
度

も
引
っ
ぱ
る
も
の
の
、
す
ね
を
覆
い
か
く
す
こ
と
は
出
来
な
い
」

と
。
む
か
し
の
儒
者
は
、「
黄
独
」
の
意
味
を
理
解
せ
ず
、「
黄
精
」

の
字
に
改
め
、
以
来
、
杜
甫
の
詩
を
学
ぶ
者
た
ち
は
そ
れ
を
継
承

し
て
い
る
。
そ
こ
で
私
が
考
え
る
に
、
お
そ
ら
く
「
黄
独
」
が
正

し
い
で
あ
ろ
う
。『
本
草
』
の
「
赭し
ゃ
か
い魁
」
の
注
に
、
次
の
よ
う
に
言

う
。「
黄
独
、
中
の
身
は
白
く
皮
は
黄
色
で
、
巴
漢
の
人
た
ち
は
蒸

し
て
食
べ
る
。
江
東
で
は
土
芋
と
呼
ん
で
い
る
」
と
。
私
が
そ
れ

を
江
西
で
探
し
求
め
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
は
土
卵
と
呼
ん
で
い
た
。

煮
て
食
べ
た
と
こ
ろ
、
種
芋
に
似
て
い
た
。

六
十
一

 

余
讀
『
周
官
』
月
令
、
云
「
反
舌
有
聲
、
佞
人
在
側
」。
乃

解
老
杜
「
百
舌
」、「
過
時
如
發
口
、
君
側
有
讒
人
」
之
句
。

【
訓
読
】

 

余　
『
周
官
』
の
月
令
を
読
む
に
、「
反は
ん
ぜ
つ舌　

声
有
れ
ば
、
佞ね
い
じ
ん人   

側
に
在
り
」
と
云
ふ
。
乃
ち
老
杜
の
「
百
舌
」
の
、「
時
を
過
ぎ
て   

如も

し
口
を
発ひ
ら

か
ば
、
君
の
側
に
讒ざ
ん
じ
ん人
有
り
」
の
句
を
解
す
。

【
語
釈
】

＊『
周
官
』
月
令
‥『
周
官
』
は
、
一
般
に
『
周
禮
』
の
こ
と
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
、

『
汲
冢
周
書
』
を
指
す
。「
月
令
」
は
、
そ
の
巻
六
「
月
令
第
五
十
三
」
の
こ
と
。

西
晋
の
武
帝
の
時
に
、汲
郡
の
不
準
と
い
う
人
が
、戦
国
時
代
の
魏
の
襄
王
（
一

説
に
、
安
釐
王
）
の
墓
を
掘
っ
て
発
見
し
た
も
の
で
、
先
秦
の
古
書
と
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
時
に
発
見
さ
れ
た
他
の
古
書
に
『
竹
書
紀
年
』『
穆
天
子
伝
』

な
ど
が
あ
る
。

＊「
反
舌
」
の
二
句
‥
前
掲
の
『
汲
冢
周
書
』
巻
六
「
月
令
第
五
十
三
」
に
見
え
る
。

な
お
、『
周
禮
』
お
よ
び
『
禮
記
』
月
令
篇
に
は
、
こ
の
二
句
は
見
え
な
い
。
た

だ
し
、『
禮
記
』
月
令
篇
に
は
、「
反
舌
無
聲
〔
反
舌
に
声
無
し
〕」
と
い
う
言
葉

は
見
え
る
。「
反
舌
」
は
、
鳥
の
名
。
モ
ズ
。

＊
百
舌
‥
鳥
の
名
。
モ
ズ
。

＊「
過
時
」
の
二
句
‥
杜
甫
の
五
言
律
詩
「
百
舌
」
詩
の
尾
聯
。
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【
通
釈
】

 
『
汲
冢
周
書
』
の
月
令
篇
を
読
ん
で
い
る
と
、「
モ
ズ
の
声
が
す

る
と
、
よ
こ
し
ま
な
人
が
側
に
い
る
」
と
あ
っ
た
。
私
は
そ
こ
で

は
じ
め
て
杜
甫
の
「
百
舌
」
詩
の
、「
時
期
を
過
ぎ
て
、
も
し
モ
ズ

が
鳴
い
た
な
ら
、
君
主
の
側
に
は
よ
こ
し
ま
な
人
が
い
る
」
と
い

う
句
が
理
解
で
き
た
。

六
十
二

 

韋
蘇
州
詩
云
、「
憐
君
臥
病
思
新
橘
、
試
摘
才
酸
亦
未
黃
。

書
後
欲
題
三
百
顆
、
洞
庭
須
待
滿
林
霜
」。
余
往
以
爲
蓋
用
右

軍
帖
中
「
贈
子
黃
甘
三
百
」
者
。
比
見
右
軍
一
帖
、
云
「
奉
橘

三
百
枚
。
霜
未
降
、
未
可
多
得
」。
蘇
州
蓋
取
諸
此
。

【
訓
読
】

 

韋
蘇
州
の
詩
に
云
ふ
、「
君
の
病
に
臥
し
て
新し
ん
き
つ橘
を
思
ふ
を
憐
れ

み
、
試
み
に
摘
め
ば
才わ
ず

か
に
酸
に
し
て
亦
た
未
だ
黄
な
ら
ず
。
書

後
に
題
せ
ん
と
欲
す　

三
百
顆
、
洞
庭
に
て
須す
べ
か
ら
く
待
つ
べ
し   

満
林
の
霜
を
」
と
。
余　

往さ
き

に
以お

為も

へ
ら
く
、
蓋け
だ

し
右
軍
の
帖
中

の
「
子
に
黄こ
う
か
ん甘
三
百
を
贈
る
」
な
る
者
を
用
ふ
る
な
ら
ん
、
と
。

比こ
の
ごろ
右
軍
の
一
帖
を
見
る
に
、「
橘
三
百
枚
を
奉
た
て
ま
つる
。
霜　

未
だ

降
ら
ざ
れ
ば
、
未
だ
多
く
は
得
べ
か
ら
ず
」
と
云
ふ
。
蘇
州　

蓋け
だ

し
諸こ
れ

を
此
こ
よ
り
取
る
な
ら
ん
。

【
語
釈
】

＊
韋
蘇
州
‥
唐
の
韋
応
物
の
こ
と
。
王
維
・
孟
浩
然
・
柳
宗
元
と
と
も
に
、
唐
代
を

代
表
す
る
自
然
派
詩
人
で
、「
王
・
孟
・
韋
・
柳
」
と
併
称
さ
れ
る
。
ま
た
、
蘇

州
刺
史
の
任
に
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
韋
蘇
州
と
呼
ば
れ
る
。

＊「
憐
君
〜
」
の
詩
‥
詩
題
は
「
答
鄭
騎
曹
青
橘
絕
句
」。
一
説
に
、「
故
人
重
九
日
求

橘
書
中
戲
贈
」。『
全
唐
詩
』
巻
一
九
〇
で
は
、「
才
」
を
「
猶
」
に
作
る
。「
や
っ

と
」
と
い
う
意
の
「
才
」
よ
り
も
、「
ま
だ
」
と
い
う
意
の
「
猶
」
の
方
が
文
脈

の
上
で
適
し
て
い
よ
う
。

＊「
書
後
」
の
句
‥
手
紙
を
書
い
た
あ
と
の
余
白
に
三
百
個
の
み
か
ん
の
絵
を
描
こ
う

と
思
う
、
の
意
。

＊
右
軍
‥
東
晋
・
王
羲
之
の
こ
と
。
右
軍
将
軍
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
王
右
軍
と
呼

ば
れ
る
。
書
家
と
し
て
も
優
れ
、
ま
た
永
和
九
年
（
三
五
四
）
に
会
稽
山
の
北

の
蘭
亭
で
曲
水
の
宴
を
催
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

＊「
贈
子
黄
甘
三
百
」
の
帖
‥
題
は
未
詳
。「
黄
柑
帖
」
と
題
す
る
一
帖
に
、「
奉
黄
柑

二
百
〔
黄
柑
二
百
を
奉
た
て
ま
つる
〕」
と
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
指
す
か
。

＊「
奉
橘
三
百
枚
〜
」
の
帖
‥
題
は
「
奉
橘
帖
」。

【
通
釈
】

 

韋
応
物
の
詩
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
君
が
病
に
臥
せ
熟
し
た
ば

か
り
の
み
か
ん
が
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
不
憫
に
思

い
、
試
し
に
摘
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
酸
っ
ぱ
く
て
色
も
ま
だ
黄
色

く
熟
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
手
紙
の
余
白
に
三
百
個
の
み
か
ん
の

絵
を
描
い
て
差
し
上
げ
よ
う
と
思
う
。
洞
庭
湖
の
ほ
と
り
で
、
霜
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が
林
い
っ
ぱ
い
に
降
り
る
の
を
待
ち
た
ま
え
」
と
。
私
は
以
前
は

て
っ
き
り
王
羲
之
の
帖
中
の
「
君
に
三
百
個
の
黄
色
い
み
か
ん
を

贈
る
」
と
い
う
記
述
を
用
い
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
最
近
に
な
っ
て
王
羲
之
の
別
の
一
帖
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、

「
み
か
ん
三
百
個
を
献
上
し
ま
す
。
霜
が
ま
だ
降
り
て
い
な
い
の

で
、
た
く
さ
ん
は
収
穫
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
あ
っ
た
。
韋
応

物
は
き
っ
と
こ
れ
を
典
故
と
し
て
用
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
十
三

 

余
評
李
白
詩
、
如
張
樂
于
洞
庭
之
野
。
無
首
無
尾
、
不
主
故

常
。
非
墨
工
槧
人
所
可
擬
議
。
吾
友
黃
介
讀「
李
杜
優
劣
論
」曰
、

「
論
文
正
不
當
如
此
」。
余
以
爲
知
言
。

【
訓
読
】

 

余　

李
白
の
詩
を
評
す
る
に
、
楽
を
洞ど
う
て
い庭
の
野
に
張
る
が
如
し
。

首
も
無
く
尾
も
無
く
、
故
常
を
主
と
せ
ず
。
墨
工
・
槧ざ
ん
じ
ん人
の
擬
議

す
べ
き
所
に
非
ず
、
と
。
吾
が
友
の
黄
介
、「
李
杜
優
劣
論
」
を
読

み
て
曰
く
、「
文
を
論
ず
る
は
、
正
に
当ま
さ

に
此
く
の
如
く
な
る
べ
か

ら
ず
」
と
。
余　

以
て
知
言
と
為
す
�

【
語
釈
】

＊
張
樂
〜
‥
『
莊
子
』
天
運
篇
の
以
下
の
記
述
を
踏
ま
え
る
。―

北
門
成
問
於
黄

帝
曰
、「
帝
張
咸
池
之
樂
於
洞
庭
之
野
。
…
」。
帝
曰
、「
…
吾
奏
之
以
人
、
徽
之

以
天
。
…
其
卒
無
尾
、其
始
無
首
。
…
」。〔
北ほ
く
も
ん
せ
い

門
成　
黄
帝
に
問
ひ
て
曰
く
、「
帝   

咸か
ん

池ち

の
楽
を
洞
庭
の
野
に
張
る
。
…
」
と
。
帝　
曰
く
、「
…
吾
れ
之
を
奏
す
る

に
人
を
以
て
し
、
之
を
徽
す
る
に
天
を
以
て
す
。
…
其
の
卒お
わ

る
や
尾
無
く
、
其

の
始
ま
る
や
首
無
し
。
…
」
と
〕。―

「
無
首
無
尾
」
は
、
黄
帝
が
披
露
し
た

音
楽
が
、
ど
こ
か
ら
始
ま
り
、
ど
こ
で
終
わ
っ
た
か
も
分
か
ら
な
い
ほ
ど
変
化

に
富
む
こ
と
を
言
う
。

＊
不
主
故
常
‥
旧
い
規
範
に
縛
ら
れ
な
い
こ
と
。『
莊
子
』
天
運
篇
に
、
以
下
の
よ
う

に
あ
る
。―

其
聲
能
短
能
長
、
能
柔
能
剛
、
變
化
齊
一
、
不
主
故
常
。〔
其
の

声
は
能よ

く
短
く
能よ

く
長
く
、
能よ

く
柔
ら
か
く
能よ

く
剛
く
、
変
化
す
る
も
斉
一
に

し
て
、
故
常
を
主
と
せ
ず
〕。―

＊
墨
工
槧
人
‥
決
め
ら
れ
た
作
業
工
程
で
仕
事
を
す
る
刻
工
や
印
刷
業
者
。

＊
擬
議
‥
推
し
量
る
こ
と
。『
易
』
繋
辞
上
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。―

言
天
下

之
至
賾
而
不
可
惡
也
。
言
天
下
之
至
動
而
不
可
亂
也
。
擬
之
而
後
言
、
議
之
而

後
動
。
擬
議
以
成
其
變
化
。〔
天
下
の
至
賾
を
言
ふ
も
悪に
く

む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

天
下
の
至
動
を
言
ふ
も
乱
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
之
を
擬な
ぞ
らへ
て
後
に
言
ひ
、
之

を
議は
か
り
て
後
に
動
く
。
擬
議
し
て
以
て
其
の
変
化
を
成
す
〕。―

「
至
賾
」
は
、

こ
の
う
え
な
く
入
り
組
ん
で
複
雑
な
こ
と
。「
至
動
」
は
、
変
化
き
わ
ま
り
な
い

動
き
。「
擬
之
」「
議
之
」
の
「
之
」
は
、そ
れ
ぞ
れ
易
の
象
と
爻
を
指
し
て
言
う
。

＊
黄
介
‥
伝
未
詳
。『
全
宋
詩
』
巻
二
一
二
四
に
詩
一
首
の
み
を
載
せ
る
黄
介
（
字
は

景
達
）
と
同
一
人
物
か
。

＊
「
李
杜
優
劣
論
」‥
五
代
・
後
晋
の
劉
り
ゅ
う

昫く

等
が
撰
し
た
『
舊
唐
書
』
巻
一
九
〇
下
「
杜

甫
伝
」
に
、「
元
和
中
、
詞
人
元
稹
論
李
杜
之
優
劣
曰
〔
元
和
中
、
詞
人
の
元
稹   

李
杜
の
優
劣
を
論
じ
て
曰
く
〕」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
、
杜
甫
の
方
が
優
れ

る
と
す
る
元
稹
の
論
評
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
元
稹
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
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―

予
觀
其
壯
浪
縱
恣
、
擺
去
拘
束
、
模
寫
物
象
、
及
樂
府
歌
詩
、
誠
亦
差
肩

於
子
美
矣
。
至
若
鋪
陳
終
始
、排
比
聲
韻
、大
或
千
言
、次
猶
數
百
、詞
氣
豪
邁
、

而
風
調
清
深
、屬
對
律
切
、而
脱
棄
凡
近
、則
李
尚
不
能
歷
其
藩
翰
、況
堂
奥
乎
。

〔
予　

観
る
に
、
其
（
李
白
）
の
壮
浪
縦し
ょ
う

恣し

に
し
て
、
拘
束
を
擺は
い
き
ょ去
し
、
物
象

を
模
写
す
る
こ
と
、
及
び
楽
府
歌
詩
は
、
誠
に
亦
た
子
美
に
差さ

肩け
ん

せ
り
。
終
始

を
鋪ほ

陳ち
ん

し
、
声
韻
を
排
比
し
、
大
な
る
も
の
は
或
い
は
千
言
、
次
ぐ
も
の
猶
ほ

数
百
、
詞
気
は
豪
邁
に
し
て
、
而
し
て
風
調
は
清
深
、
属
対
は
律
切
に
し
て
、

而
し
て
凡
近
を
脱
棄
す
る
が
若ご
と

き
に
至
り
て
は
、
則
ち
李
は
尚
ほ
其
の
藩は
ん
か
ん翰
を

歴
る
能あ
た
は
ず
、
況い
わ
んや
堂
の
奥
を
や
〕。―

な
お
、
以
上
に
挙
げ
た
元
稹
の
言
葉

は
、
も
と
は
彼
の
「
唐
檢
校
工
部
員
外
郎
杜
君
墓
係
銘
」
に
見
え
、『
舊
唐
書
』

は
そ
こ
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、「
李
杜
優
劣
論
」
に
つ
い
て
は
、
高
島
俊

男
著
『
李
白
と
杜
甫
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
四
三
頁
）
を
参
照
。
そ
こ
に
以

下
の
よ
う
に
言
う
。―

「
論
者
の
結
論
は
、
大
ま
か
に
言
っ
て
二
つ
に
分
か

れ
る
。
一
つ
は
、
杜
甫
の
ほ
う
が
上
だ
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
い

ず
れ
が
上
と
も
定
め
が
た
い
、
あ
る
い
は
、
優
劣
を
論
ず
る
こ
と
は
無
意
味
で

あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
分
は
李
白
の
ほ
う
が
好
き
だ
、
と
い
う
者
は

あ
る
が
、
李
白
の
ほ
う
が
詩
人
と
し
て
上
で
あ
る
、
と
言
っ
た
者
は
あ
ま
り
見

当
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
」。―

＊「
論
文
正
不
當
如
此
」‥
李
白
を
杜
甫
よ
り
も
劣
る
と
す
る
元
稹
の
「
李
杜
優
劣
論
」

を
批
判
し
た
言
葉
。
な
お
、
第
五
十
五
節
【
備
考
】
所
掲
の
高
橋
論
文
で
は
、

自
説
を
補
強
す
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
本
節
を
挙
げ
、
第
五
十
五
節
と
関
連
づ

け
た
解
釈
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
黄
介
の
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、「
范
文

正
を
論
ず
る
場
合
は
こ
う
は
言
え
ま
せ
ん
な
」
と
解
釈
す
る
。
高
橋
氏
は
、
本

節
の
話
を
無
批
判
に
陳
師
道
の
言
葉
と
し
、「
文
正
」
を
范
仲
淹
の
諡
と
捉
え
て

解
釈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
節
の
【
備
考
】
に
も
示
す
通
り
、

本
節
の
話
は
、
黄
庭
堅
の
『
山
谷
集
』
巻
二
十
六
に
も
「
題
李
白
詩
草
後
」
と

題
し
て
、
一
字
も
違
う
こ
と
な
く
収
め
ら
れ
て
お
り
、
本
来
、
黄
庭
堅
の
言
葉

で
あ
る
も
の
が
『
後
山
詩
話
』
に
紛
れ
込
ん
だ
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
節
の
話
は
、
黄
庭
堅
の
手
に
よ
る
単

独
の
完
結
し
た
話
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
つ
ま
り
は
第
五
十
五
節
と
は
全
く
関

連
の
な
い
話
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
高
橋
氏
の
解
釈
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に

な
ろ
う
。
か
り
に
、
本
節
が
陳
師
道
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
黄
庭
堅
の

集
に
も
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
に
わ
か

に
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る（
第
五
十
五
節【
備

考
】
を
参
照
）。

【
通
釈
】

 

私
が
李
白
の
詩
を
評
価
す
る
に
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
黄
帝
が
洞

庭
湖
の
ほ
と
り
の
野
原
で
演
奏
さ
せ
た
「
咸
池
の
楽
」
の
よ
う
だ
。

ど
こ
で
始
ま
り
ど
こ
で
終
わ
っ
た
か
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
変
化
に

富
み
、
旧
い
規
範
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
決
め
ら
れ
た
作
業
工
程
で

仕
事
を
す
る
だ
け
の
刻
工
や
印
刷
に
携
わ
る
職
人
た
ち
が
推
し
量

る
こ
と
の
出
来
る
よ
う
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
、
と
。
私
の
友

人
の
黄
介
が
「
李
杜
優
劣
論
」
を
読
ん
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
文
を
論
じ
る
の
に
、
こ
ん
な
ふ
う
に
論
じ
て
は
だ
め
だ
」
と
。
私

は
見
識
の
あ
る
言
葉
だ
と
思
っ
た
。

【
備
考
】

 
 

六
十
か
ら
六
十
三
の
四
節
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
黄
庭
堅
の
文
章
で
あ
っ
た

の
が
、
誤
っ
て
『
後
山
詩
話
』
に
編
入
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

南
宋
・
胡
仔
の
『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
六
「
杜
少
陵
」
に
は
以
下
の
よ
う
に

言
う
。―
此
四
事
、
皆
見
魯
直
『
豫
章
集
』
中
。
今
『
後
山
詩
話
』
亦
有
之
、

不
差
一
字
。
疑
後
人
誤
編
入
也
。〔
此
の
四
事
、
皆
な
魯
直
の
『
豫
章
集
』
の
中
に
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見
ゆ
。
今
、『
後
山
詩
話
』
も
亦
た
之
れ
有
り
、
一
字
を
差た
が

は
ず
。
疑
ふ
ら
く
は
、

後
人　
誤
り
て
編
入
す
る
な
ら
ん
、
と
〕。―

ち
な
み
に
、
六
十
か
ら
六
十
二
の

三
節
は
、
黄
庭
堅
の
『
山
谷
集
』
外
集
巻
九
に
「
雜
書
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
六
十
三
は
、『
山
谷
集
』
巻
二
十
六
に
「
題
李
白
詩
草
後
」
と
題
し
て
収
め

ら
れ
て
い
る
。

六
十
四

 

禮
部
員
外
郎
裴
說
「
寄
邊
衣
詩
」
曰
、

 
 
 

深
閨
乍
冷
開
香
篋　
　
玉
筯
微
微
濕
紅
頰

 
 
 

一
陣
霜
風
殺
柳
條　
　
濃
煙
半
夜
成
黃
葉

 
 
 

重
重
白
練
明
如
雪　
　
獨
下
閑
階
轉
凄
切

 
 
 

祇
知
抱
杵
搗
秋
砧　
　
不
覺
高
樓
已
無
月

 
 
 

時
聞
塞
雁
聲
相
喚　
　
紗
窗
只
有
燈
相
伴

 
 
 

幾
展
齊
紈
又
懶
裁　
　
離
腸
恐
逐
金
刀
斷

 
 
 

細
想
儀
形
執
牙
尺　
　
回
刀
剪
破
澄
江
色

 
 
 

愁
捻
金
針
信
手
縫　
　
惆
悵
無
人
試
寬
窄

 
 
 

時
時
舉
手
匀
殘
淚　
　
紅
牋
漫
有
千
行
字

 
 
 

書
中
不
盡
心
中
事　
　
一
半
殷
勤
託
邊
使

 

裴
說
詩
句
甚
麗
。『
零
陵
總
記
』
載
說
詩
一
篇
、
尤
詼
詭
也
。

【
訓
読
】

 

礼
部
員
外
郎
の
裴は
い
え
つ説
の
「
辺
衣
を
寄
す
る
詩
」
に
曰
く
、

 
 
 

深し
ん
け
い閨　

乍た
ち
まち
冷
や
や
か
に
し
て　

香こ
う
き
ょ
う篋を
開
き

 
 
 

玉ぎ
ょ
く
ち
ょ
筯　

微び

び微
と
し
て　

紅こ
う
き
ょ
う頬を
湿う
る
おす

 
 
 

一
陣
の
霜
風　

柳
條
を
殺
し

 
 
 

濃
煙　

半
夜　

黄
葉
と
成
る

 
 
 

重
重
た
る
白
練　

明
ら
か
な
る
こ
と
雪
の
如
し

 
 
 

独
り
閑
階
に
下
り　

転う
た

た
凄
切
た
り

 
 
 

祇た

だ
知
る　

杵き
ね

を
抱
き
て　

秋し
ゅ
う
ち
ん砧を
搗う

つ
を

 
 
 

覚
え
ず　

高
楼　

已
に
月
無
き
を

 
 
 

時
に
聞
く　

塞さ
い
が
ん雁　

声　

相
ひ
喚
ぶ
を

 
 
 

紗し
ゃ
そ
う窓　

只
だ　

灯
の
相
ひ
伴と
も
なふ
有
る
の
み

 
 
 

幾
た
び
か
斉せ
い
が
ん紈
を
展ひ
ら

く
も　

又
た
裁
つ
に
懶も
の
うし

 
 
 

離
腸　

金
刀
に
逐お

は
れ
て
断
た
る
る
を
恐
る

 
 
 

細
や
か
に
儀
形
を
想
ひ
て　

牙が
し
ゃ
く尺
を
執と

り

 
 
 

刀
を
回め
ぐ

ら
し
剪せ
ん
ぱ破
す　

澄ち
ょ
う
こ
う江の
色
を

 
 
 

愁
ひ
て
金
針
を
捻ひ
ね

り　

手
に
信ま
か

せ
て
縫
ふ
も

 
 
 

惆ち
ゅ
う
ち
ょ
う
悵
す　

人
の
寛か
ん
さ
く窄
を
試
む
る
無
き
を

 
 
 

時
時　

手
を
挙
げ
て　

残
涙
を
匀と
と
のふ

 
 
 

紅こ
う
せ
ん牋　

漫み
だ

り
に
千
行
の
字
有
り

 
 
 

書
中　

尽
く
さ
ず　

心
中
の
事
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一
半　

殷
勤
と
し
て　

辺
使
に
託
す

と
。
裴は
い
え
つ説
の
詩
句　

甚
だ
麗
し
。『
零
陵
総
記
』
に
説え
つ

の
詩
一
篇
を

載
す
る
は
、
尤も
っ
とも
詼か
い

詭き

な
り
。

【
語
釈
】

＊
邊
衣
‥
辺
境
に
い
る
夫
に
着
せ
る
た
め
の
衣
服
。

＊
香
篋
‥
化
粧
箱
。

＊
玉
筯
‥
玉
で
で
き
た
箸
。
こ
こ
で
は
、
美
人
の
両
目
か
ら
流
れ
る
二
筋
の
涙
を
た

と
え
る
。

＊
重
重
‥
重
な
り
合
う
さ
ま
。

＊
搗
秋
砧
‥
秋
に
な
り
冬
服
を
作
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
絹
の
艶
を
出
す
た
め
に
、

絹
を
石
の
板
に
載
せ
て
木
槌
で
叩
く
こ
と
。「
砧
」
は
、
絹
を
載
せ
る
石
の
板
。

き
ぬ
い
た
。

＊
紗
窗
‥
薄
絹
を
張
っ
た
窓
。

＊
齊
紈
‥
斉
（
今
の
山
東
省
）
の
地
方
で
産
出
さ
れ
る
白
い
薄
絹
。
斉
の
絹
は
、
質

が
良
い
こ
と
か
ら
、
広
く
貴
重
な
絹
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。「
紈
」
は
、
白
い

薄
絹
。

＊
儀
形
‥
姿
形
。
こ
こ
で
は
、
夫
の
体
型
を
指
す
。

＊
澄
江
‥
練
り
絹
を
言
う
。
南
朝
斉
・
謝
朓
の
「
晩
登
三
山
還
望
京
邑
」
詩
の
以
下

の
句
を
踏
ま
え
る
。―

餘
霞
散
成
綺
、
澄
江
靜
如
練
。〔
余
霞　
散
じ
て
綺
と

成
り
、
澄
江　
静
か
な
る
こ
と
練
の
如
し
〕。―

＊
詼
詭
‥
ふ
ざ
け
た
さ
ま
。

【
通
釈
】

 

礼
部
員
外
郎
の
裴
説
の
「
辺
衣
を
寄
す
る
詩
」
に
言
う
。

 
 
  

奥
深
い
寝
室
で
急
に
冷
え
込
ん
で
き
た
な
か
、
妻
は
化
粧

箱
を
開
け
る
。
玉
の
箸
の
よ
う
に
二
筋
の
涙
が
か
す
か
に
流

れ
紅
を
さ
し
た
頬
を
潤
す
。
霜
を
含
ん
だ
冷
た
い
風
が
ひ
と

し
き
り
吹
き
つ
け
て
柳
の
枝
を
痛
め
つ
け
る
。
濃
い
も
や
が

た
ち
こ
め
夜
半
に
は
木
々
の
葉
は
黄
色
に
変
わ
っ
た
。

 
 
  

幾
重
に
も
重
な
る
白
い
練
り
絹
は
雪
の
よ
う
に
明
る
く
輝

く
。
人
気
の
な
い
階
段
を
ひ
と
り
で
下
り
る
と
ま
す
ま
す
寂

し
さ
が
つ
の
る
ば
か
り
。
杵
を
抱
い
て
秋
の
夜
に
ひ
た
す
ら

砧
を
う
つ
。
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
高
殿
を
照
ら
し
て
い
た
月
は

す
で
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

 
 
  

時
お
り
辺
境
か
ら
来
た
雁
の
呼
び
合
う
声
が
聞
こ
え
て
く

る
。
薄
絹
を
張
っ
た
窓
辺
で
灯
火
だ
け
が
相
手
を
し
て
く
れ

て
い
る
。
何
度
も
白
絹
を
拡
げ
て
み
る
も
の
の
、
裁
断
す
る

気
に
は
な
れ
な
い
。
離
別
の
悲
し
み
で
断
ち
切
れ
ん
ば
か
り

の
腸
が
、
金
の
刀
に
よ
っ
て
断
た
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
恐
れ
る
か
ら
だ
。

 
 
  

細
か
く
夫
の
体
型
を
思
い
め
ぐ
ら
し
て
は
象
牙
の
も
の
さ

し
を
手
に
取
り
、
刀
を
め
ぐ
ら
し
て
は
澄
ん
だ
川
の
静
か
な

流
れ
の
よ
う
な
練
り
絹
を
切
り
裂
く
。
愁
い
つ
つ
金
の
針
を

捻
り
手
に
ま
か
せ
て
縫
う
も
の
の
、
大
き
さ
を
試
し
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
こ
と
が
辛
く
悲
し
い
。

 
 
  

し
ば
し
ば
手
を
挙
げ
て
は
涙
の
痕
を
ぬ
ぐ
う
。
紅
の
線
が
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引
か
れ
た
便
箋
に
は
と
り
と
め
も
な
く
千
行
に
も
わ
た
る
字

を
書
き
付
け
た
。
手
紙
の
中
で
は
心
の
中
の
伝
え
た
い
事
柄

を
述
べ
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
せ
め
て
思
い
の
一
端
を

丁
重
に
辺
境
に
赴
く
使
者
に
託
す
の
だ
。

と
。
裴
説
の
詩
句
は
た
い
へ
ん
華
麗
で
あ
る
。『
零
陵
総
記
』
に
は

裴
説
の
詩
を
一
篇
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
詩
は
と
り
わ
け
ふ
ざ
け

た
も
の
で
あ
る
。

六
十
五

 

世
語
云
、「
蘇
明
允
不
能
詩
、
歐
陽
永
叔
不
能
賦
。
曾
子
固

短
於
韻
語
、
黃
魯
直
短
於
散
語
。
蘇
子
瞻
詞
如
詩〔
校
一
〕、
秦
少
游

詩
如
詞
」。

【
校
異
】

校
一
‥「
曾
子
固
」
以
下
の
三
句
は
、
も
と
「
曾
子
開
」
の
三
字
に
作
る
。
適
園
本

に
よ
っ
て
補
う
。

【
訓
読
】

 

世
語
に
云
ふ
、「
蘇
明
允
は
詩
を
能よ

く
せ
ず
、
欧
陽
永
叔
は
賦
を

能よ

く
せ
ず
。
曽
子
固
は
韻
語
に
短
に
し
て
、
黄
魯
直
は
散
語
に
短

な
り
。蘇
子
瞻
の
詞
は
詩
の
如
く
、秦
少
游
の
詩
は
詞
の
如
し
」と
。

【
語
釈
】

＊
蘇
明
允
不
能
詩
‥「
蘇
明
允
」
は
、
北
宋
・
蘇
洵
の
こ
と
。
明
允
は
そ
の
字
。「
蘇

洵
は
詩
を
作
れ
な
い
」
と
す
る
陳
師
道
の
評
価
に
対
し
て
、
南
宋
・
胡
仔
は
『
苕

溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
巻
三
十
八
「
東
坡
」
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

―

後
山
談
何
容
易
。
便
謂
「
老
蘇
不
能
詩
」、
何
誣
之
甚
。〔
後
山
の
談
は
何

ぞ
容
易
な
る
。
便
ち
「
老
蘇
は
詩
を
能
く
せ
ず
」
と
謂
ふ
は
、
何
ぞ
誣し

ふ
る
こ

と
之
れ
甚
だ
し
き
や
〕。―

＊
歐
陽
永
叔
‥
北
宋
・
欧
陽
脩
の
こ
と
。
永
叔
は
そ
の
字
。

＊
曾
子
固
‥
北
宋
・
曽
鞏
の
こ
と
。
子
固
は
そ
の
字
。

＊
黄
魯
直
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
の
こ
と
。
魯
直
は
そ
の
字
。

＊
蘇
子
瞻
‥
北
宋
・
蘇
軾
の
こ
と
。
子
瞻
は
そ
の
字
。

＊
秦
少
游
‥
北
宋
・
秦
観
の
こ
と
。
少
游
は
そ
の
字
。

【
通
釈
】

 

世
間
の
言
葉
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
蘇
洵
は
詩
を
作
れ
ず
、

欧
陽
脩
は
賦
を
作
れ
な
い
。
曽
鞏
は
韻
文
が
苦
手
で
、
黄
庭
堅
は

散
文
が
苦
手
で
あ
る
。
蘇
軾
の
詞
は
詩
の
よ
う
で
、
秦
観
の
詩
は

詞
の
よ
う
だ
」
と
。

六
十
六

 
韓
詩
如
「
秋
懷
」「
別
元
協
律
」「
南
溪
始
泛
」、
皆
佳
作
也
。 

【
訓
読
】

 

韓
の
詩
の
「
秋
懐
」「
元
協
律
に
別
る
」「
南
渓
に
始
め
て
泛う
か

ぶ
」
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の
如
き
は
、
皆
な
佳
作
な
り
。

【
語
釈
】

＊
韓
詩
‥
唐
の
韓
愈
の
詩
。

＊「
秋
懷
」‥「
秋
懷
詩
」と
題
す
る
十
一
首
連
作
の
五
言
古
詩
。
元
和
元
年（
八
〇
六
）

の
時
か
、
あ
る
い
は
元
和
七
年
（
八
一
二
）
の
時
か
に
つ
い
て
は
、
説
が
分
か

れ
る
が
、
韓
愈
が
国
子
博
士
に
就
任
し
た
時
の
作
と
さ
れ
、
秋
の
悲
し
い
気
配

を
詠
っ
た
戦
国
時
代
・
楚
の
宋
玉
の
「
九
辯
」
の
流
れ
を
組
む
も
の
と
し
て
、

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

＊「
別
元
協
律
」‥「
贈
別
元
十
八
協
律
」
と
題
す
る
六
首
連
作
の
五
言
古
詩
。
元
和

十
四
年
（
八
一
九
）、「
論
佛
骨
表
」
を
た
て
ま
つ
っ
て
憲
宗
の
怒
り
に
触
れ
、

刑
部
侍
郎
か
ら
潮
州
刺
史
に
左
遷
と
な
り
、
潮
州
に
赴
く
道
中
で
の
作
と
さ
れ

る
。

＊「
南
溪
始
泛
」‥
三
首
連
作
の
五
言
古
詩
。
長
慶
四
年
（
八
二
四
）、
病
気
の
た
め

休
暇
を
願
い
、
長
安
の
南
の
郊
外
に
あ
る
別
荘
で
静
養
し
て
い
た
折
り
の
作
と

さ
れ
、
一
説
に
は
、
韓
愈
の
最
後
の
作
品
と
も
言
わ
れ
る
。

【
通
釈
】

 

韓
愈
の
詩
で
た
と
え
ば
「
秋
懐
」「
元
協
律
に
別
る
」「
南
渓
に

始
め
て
泛う
か

ぶ
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
出
来
映
え
の
よ
い
作
で
あ
る
。

六
十
七

 

鮑
照
之
詩
、
華
而
不
弱
。
陶
淵
明
之
詩
、
切
於
事
情
、
但
不

文
耳
。

【
訓
読
】

 

鮑
照
の
詩
は
、
華
に
し
て
弱
な
ら
ず
。
陶
淵
明
の
詩
は
、
事
情

に
切
な
る
も
、
但
だ
文か
ざ

ら
ざ
る
の
み
。

【
語
釈
】

＊
鮑
照
‥
南
朝
宋
の
詩
人
。
楽
府
体
の
詩
に
優
れ
、
謝
霊
運
・
顔
延
之
と
並
ん
で
「
元

嘉
の
三
大
家
」
と
称
さ
れ
る
。

＊
陶
淵
明
‥
東
晋
の
詩
人
。
役
人
生
活
に
馴
染
め
ず
、
郷
里
の
農
村
に
帰
り
、
悠
々

自
適
の
生
活
を
送
っ
た
。
田
園
で
の
生
活
に
密
着
し
た
詩
を
多
く
作
り
、
田
園

詩
人
と
も
称
さ
れ
る
。

＊
切
於
事
情
‥「
切
」は
、密
着
し
て
い
る
こ
と
。「
事
情
」は
、事
理
や
世
情
の
こ
と
。

こ
こ
で
は
、
陶
淵
明
の
詩
が
現
実
の
社
会
や
生
活
に
密
着
し
て
い
る
こ
と
を
言

う
。
魏
末
・
嵇
康
の
「
與
山
巨
源
絕
交
書
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。―

足
下
舊
知
、
吾
潦
倒
麤
疎
、
不
切
事
情
。〔
足
下　
旧も
と
よ
り
知
れ
り
、
吾
れ
の
潦

倒   

麤そ

そ疎
に
し
て
、
事
情
に
切
な
ら
ざ
る
を
〕。―

＊
文
‥
美
し
く
飾
る
こ
と
。

【
通
釈
】

 

鮑
照
の
詩
は
、
華
や
か
だ
が
弱
々
し
く
な
い
。
陶
淵
明
の
詩
は
、

現
実
の
社
会
や
生
活
に
密
着
し
て
い
る
が
、
た
だ
美
し
さ
に
欠
け

て
い
る
。六

十
八

 

子
厚
謂
屈
氏
『
楚
詞
』、
知
「
離
騷
」
乃
效
「
頌
」、
其
次
效

「
雅
」、
最
後
效
「
風
」。
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【
訓
読
】

 
子
厚　

謂お
も

へ
ら
く
、
屈
氏
の
『
楚
詞
』、「
離
騒
」
は
乃
ち
「
頌
」

に
效な
ら

ひ
、
其
の
次
に
「
雅
」
に
效
ひ
、
最
後
に
「
風
」
に
效
ふ
を

知
る
、
と
。

【
語
釈
】

＊
子
厚
‥
唐
の
柳
宗
元
の
こ
と
。
子
厚
は
そ
の
字
。
順
宗
の
時
、
王
叔
文
ら
の
政
治

改
革
に
加
わ
る
が
、
王
叔
文
の
失
脚
に
よ
っ
て
、
永
州
（
湖
南
省
）
に
左
遷
さ

れ
た
。
永
州
は
、
戦
国
時
代
の
楚
の
国
の
領
域
で
、
懐
才
不
遇
の
詩
人
の
祖
と

さ
れ
る
屈
原
と
も
縁
の
深
い
地
で
あ
っ
た
。「
閔
生
賦
」
や
「
弔
屈
原
文
」
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
屈
原
賦
に
倣
っ
た
作
品
を
多
く
残
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
そ
れ
ら

の
作
品
は
、
南
宋
・
朱
熹
の
『
楚
辭
集
注
』「
楚
辭
後
語
」
巻
五
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。

＊
屈
氏
『
楚
詞
』‥「
屈
氏
」
は
、
戦
国
時
代
・
楚
の
屈
原
の
こ
と
。
楚
の
公
族
の
一

人
で
、
内
政
外
交
と
も
に
尽
力
し
て
い
た
が
、
讒
言
に
遭
い
追
放
さ
れ
、
最
後

は
失
意
の
う
ち
に
汨
羅
に
身
を
沈
め
て
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。『
楚
詞
』
は
、

『
楚
辭
』
に
同
じ
。「
離
騒
」
を
は
じ
め
屈
原
の
辞
賦
作
品
や
、
そ
の
弟
子
の
宋

玉
な
ど
の
辞
賦
作
品
を
集
め
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

＊「
頌
」「
雅
」「
風
」‥『
詩
經
』
の
詩
は
、
内
容
に
よ
っ
て
「
風
」「
雅
」「
頌
」
の

三
種
類
に
区
分
さ
れ
る
。「
風
」は
各
地
の
民
謡
。「
雅
」は
周
王
朝
の
宮
廷
歌
謡
。

「
頌
」
は
、
宗
廟
で
歌
わ
れ
た
祭
祀
歌
謡
。

【
通
釈
】

 

柳
宗
元
が
屈
原
の
『
楚
辞
』
を
評
し
て
言
う
に
は
、「
離
騒
」
は

実
に
、
ま
ず
『
詩
経
』
の
「
頌
」
を
手
本
と
し
、
そ
の
次
に
「
雅
」

を
手
本
と
し
、
最
後
に
「
風
」
を
手
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
、
と
。

六
十
九

 

右
丞
蘇
州
、
皆
學
於
陶
王
、
得
其
自
在
。 

【
訓
読
】

 

右
丞
・
蘇
州
は
、
皆
な
陶
・
王
に
学
び
、
其
の
自
在
を
得
た
り
。

【
語
釈
】

＊
右
丞
‥
唐
の
王
維
の
こ
と
。
尚
書
右
丞
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
称
さ
れ
る
。

孟
浩
然
・
韋
応
物
・
柳
宗
元
と
と
も
に
唐
代
の
山
水
自
然
派
詩
人
を
代
表
す
る
。

＊
蘇
州
‥
唐
の
韋
応
物
の
こ
と
。
蘇
州
刺
史
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
称
さ
れ
る
。

＊
陶
‥
東
晋
の
陶
淵
明
の
こ
と
。

＊
王
‥
南
朝
梁
の
王
籍
の
こ
と
。
一
般
に
は
、「
陶
謝
（
陶
淵
明
・
謝
霊
運
）」
と
併

称
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
王
籍
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
若
耶
渓
の

美
し
い
自
然
を
詠
っ
た
「
入
若
耶
溪
」
詩
の
「
蝉
噪
林
逾
靜
、鳥
鳴
山
更
幽
〔
蝉   

噪
ぎ
て　
林　
逾
い
よ
静
か
に
、
鳥　
鳴
き
て　
山　
更
に
幽
な
り
〕」
の
対
句

が
、
後
世
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

＊
自
在
‥
物
事
に
と
ら
わ
れ
な
い
安
ら
か
な
境
地
。

【
通
釈
】

 
王
維
と
韋
応
物
は
、
い
ず
れ
も
陶
淵
明
や
王
籍
に
学
び
、
彼
ら

の
物
事
に
と
ら
わ
れ
な
い
安
ら
か
な
境
地
を
得
た
。
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七
十

 
眉
山
長
公
守
徐
、
嘗
與
客
登
項
氏
戲
馬
臺
、
賦
詩
云
、「
路

失
玉
鈎
芳
草
合
、
林
亡
白
鶴
野
泉
清
」。
廣
陵
亦
有
戲
馬
臺
、

其
下
有
路
號
「
玉
鈎
斜
」。
唐
高
宗
東
封
、
有
鶴
下〔
校
一
〕
焉
。
乃
詔

諸
州
爲
老
氏
築
宮
、
名
以
白
鶴
。
公
蓋
誤
用
。
而
後
所
取
信
。

故
不
得
不
辯
也
。

【
校
異
】

校
一
‥
「
下
」
は
、
も
と
「
一
」
に
作
る
。
適
園
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

【
訓
読
】

 

眉
山
の
長
公　

徐
に
守
た
り
し
と
き
、
嘗
て
客
と
項
氏
の
戯
馬

台
に
登
り
、
詩
を
賦
し
て
云
ふ
、「
路
に
玉
鈎
を
失
ひ　

芳
草　

合

す
、
林
に
白
鶴
を
亡
ひ　

野
泉　

清
ら
か
な
り
」
と
。
広
陵
に
も

亦
た
戯
馬
台
有
り
、
其
の
下
に
路
有
り
て
「
玉
鈎
斜
」
と
号
す
。

唐
の
高
宗　

東
封
せ
し
と
き
、
鶴
有
り
て
焉こ
こ

に
下
る
。
乃
ち
諸
州

に
詔
し
て
老
氏
の
為た
め

に
宮
を
築
か
し
め
、
名
づ
く
る
に
白
鶴
を
以

て
す
。
公　

蓋
し
誤
り
て
用
ふ
る
な
ら
ん
。
而
し
て
後
に
取
信
す

る
所
な
り
。
故
に
辯
ぜ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

【
語
釈
】

＊
眉
山
長
公
‥
蘇
軾
の
こ
と
。
眉
山
は
、
四
川
省
眉
山
市
。
蘇
軾
の
出
身
地
。
南
宋
・

胡
仔
の
『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
後
集
巻
三
十
「
東
坡
」
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

―

當
時
以
東
坡
爲
長
公
、子
由
爲
少
公
。〔
当
時　
東
坡
を
以
て
長
公
と
為
し
、

子
由
を
少
公
と
為
す
〕。―

「
子
由
」
は
、
蘇
軾
の
弟
、
蘇
徹
の
字
。

＊
守
徐
‥
徐
州
（
江
蘇
省
）
の
知
事
の
任
に
あ
る
こ
と
。
蘇
軾
は
、
煕
寧
十
年
（
一

〇
七
七
）
四
月
か
ら
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
三
月
ま
で
、
そ
の
任
に
あ
っ
た
。

＊
項
氏
戲
馬
臺
‥
項
羽
が
建
て
た
台
の
名
。
江
蘇
省
銅
山
県
の
南
に
あ
っ
た
。
な
お
、

揚
州
の
廣
陵
郡（
江
蘇
省
江
都
県
）に
も
、同
じ
名
の
台
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

蘇
軾
が
登
っ
た
の
は
前
者
、
す
な
わ
ち
徐
州
に
あ
っ
た
戯
馬
台
の
方
で
あ
る
。

＊「
路
失
」
の
二
句
‥
蘇
軾
の
七
言
律
詩
「
與
舒
教
授
・
張
山
人
・
參
寥
師
同
遊
戲
馬

臺
、
書
西
軒
壁
、
兼
簡
顔
長
道
〔
舒
教
授
・
張
山
人
・
参
寥
師
と
同
に
戯
馬
台

に
遊
び
、
西
軒
の
壁
に
書
し
、
兼
ね
て
顔
長
道
に
簡
す
〕
二
首
」
其
一
の
頸
聯
。

＊
玉
鈎
‥「
玉
鈎
」
は
、
勾
玉
。
こ
こ
で
は
戯
馬
台
の
下
に
あ
っ
た
「
玉
鈎
斜
」
と

い
う
名
の
道
を
踏
ま
え
る
と
さ
れ
る
。
勾
玉
の
よ
う
に
曲
が
っ
た
道
で
あ
る
こ

と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
玉
鈎
斜
」
が
あ
っ
た
の
は
、

揚
州
廣
陵
郡
の
戯
馬
台
の
方
で
あ
っ
て
、
蘇
軾
が
登
っ
た
徐
州
の
戯
馬
台
で
は

な
い
。

＊
芳
草
合
‥
香
り
の
よ
い
草
が
一
つ
に
合
わ
さ
り
周
囲
を
覆
い
尽
く
す
こ
と
。
清
・

王
文
誥
の
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
十
七
の
注
に
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。―

猶
言
、

臺
下
之
路
、
悉
爲
芳
草
所
合
、
不
見
如
鈎
之
形
而
已
。〔
猶
ほ
、
台
下
の
路
、

悉こ
と
ご
とく
芳
草
の
合
す
る
所
と
為
り
、
鈎
の
如
き
の
形
を
見
ざ
る
を
言
ふ
が
ご
と
き

の
み
〕。―

＊「
林
亡
白
鶴
」
の
句
‥
陳
師
道
は
、
こ
の
句
の
「
白
鶴
」
に
つ
い
て
、
蘇
軾
が
「
玉

鈎
斜
」
と
同
じ
く
揚
州
廣
陵
郡
に
あ
っ
た
「
白
鶴
宮
」
を
詠
っ
た
も
の
と
解
釈

し
て
い
た
よ
う
で
、
さ
ら
に
本
節
の
後
半
で
そ
れ
が
誤
用
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
（「
＊
唐
高
宗
東
封
〜
名
以
白
鶴
」
を
参
照
）。
ち
な
み
に
、『
揚
州
府
志
』

巻
二
十
八
の
「
白
鶴
宮
」
の
項
目
に
も
、『
後
山
詩
話
』
の
本
節
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
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＊
廣
陵
亦
有
戲
馬
臺
〜
號
「
玉
鈎
斜
」‥「
廣
陵
」
は
、
江
蘇
省
江
都
県
。
北
宋
の
行

政
区
分
で
は
揚
州
に
属
し
た
（
北
宋
・
王
存
『
元
豐
九
域
志
』
巻
五
）。
陳
師
道

が
こ
こ
で
揚
州
廣
陵
郡
に
も
戯
馬
台
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
玉
鈎
斜
」
と
い
う

道
が
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
徐
州
の
戯
馬
台
で
作
っ
た
詩
に
、

「
玉
鈎
」
が
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
不
適
切
さ
を
示
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。

　

＊
唐
高
宗
東
封
〜
名
以
白
鶴
‥「
東
封
」
は
、
東
方
の
泰
山
で
封
禅
の
儀
式
（
天

に
対
す
る
祭
り
）
を
お
こ
な
う
こ
と
。
唐
の
高
宗
が
泰
山
で
封
禅
の
礼
を
行
っ

た
の
は
、
麟
徳
三
年
（
六
六
六
）
春
正
月
と
言
う
（『
舊
唐
書
』
巻
五
「
本
紀
第

五
・
高
宗
下
」、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
一
）。「
老
氏
」
は
、
老
子
の
こ
と
。
老

子
は
、
姓
は
李
、
名
は
耳
と
言
わ
れ
て
い
る
。
唐
の
皇
族
は
李
姓
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
同
じ
く
李
を
姓
と
す
る
老
子
を
尊
ん
だ
。
唐
の
高
宗
は
封
禅
の
儀
式
を

行
っ
た
折
り
に
、
鶴
が
舞
い
降
り
て
き
た
の
で
、
諸
州
に
詔
を
出
し
、
白
鶴
と

い
う
名
の
道
観
を
築
か
せ
た
と
あ
る
が
、
徐
州
の
「
白
鶴
観
」
も
ま
た
、
お
そ

ら
く
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
北
宋
・
陳
師
道
の
「
徐
州
白
鶴
觀
記
」

に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。―

徐
山
不
泉
、州
治
之
南
、有
平
泉
焉
、深
明
潔
甘
、

旱
潦
自
如
。
説
者
曰
、
泉
有
鶴
下
、
故
名
。〔
徐
の
山
に
泉
あ
ら
ず
、
州
治
の
南

に
、
平
泉
有
り
。
深
明
に
し
て
潔
甘
、
旱
潦　

自
如
た
り
。
説
く
者
曰
く
、
泉

に
鶴
の
下
る
有
り
、
故
に
名
づ
く
、
と
〕。―

陳
師
道
が
こ
こ
で
唐
の
高
宗
が

築
か
せ
た
「
白
鶴
観
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
、
蘇
軾
の
詩
の
「
白
鶴
」
に

対
し
て
、
本
来
な
ら
ば
徐
州
の
「
白
鶴
観
」
の
方
を
踏
ま
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

揚
州
廣
陵
郡
の
「
白
鶴
宮
」
を
踏
ま
え
る
の
は
適
切
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
暗
に
示
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

＊
公
蓋
誤
用
‥
陳
師
道
は
、
徐
州
の
戯
馬
台
で
作
っ
た
詩
に
、
揚
州
の
戯
馬
台
に
縁

の
あ
る
「
玉
鈎
斜
」
と
「
白
鶴
宮
」
が
詠
わ
れ
る
の
は
不
適
切
で
あ
り
、
蘇
軾

の
誤
用
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
た
だ
、蘇
軾
の
場
合
、黄
州
の「
赤
壁
」に
至
っ

た
折
り
に
、
そ
こ
が
三
国
時
代
の
古
戦
場
で
あ
っ
た
「
赤
壁
」
と
は
別
の
場
所

と
知
り
な
が
ら
、
三
国
時
代
の
故
事
を
踏
ま
え
て
「
前
後
赤
壁
賦
」
を
作
っ
た

と
い
う
例
が
あ
る
。
よ
っ
て
、「
玉
鈎
斜
」
と
「
白
鶴
宮
」
に
つ
い
て
も
、
蘇
軾

は
徐
州
の
戯
馬
台
で
は
な
く
揚
州
廣
陵
郡
の
戯
馬
台
に
縁
の
あ
る
古
跡
と
知
り

な
が
ら
、
あ
え
て
そ
れ
ら
を
用
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

 
 
 

な
お
、
こ
の
二
句
に
つ
い
て
は
、「
玉
鈎
」
を
単
に
「
勾
玉
の
よ
う
に
曲
が
っ

た
道
」
の
意
と
、「
白
鶴
」
を
そ
の
ま
ま
「
白
い
鶴
」
の
意
と
、そ
れ
ぞ
れ
捉
え
、

「
勾
玉
の
よ
う
に
曲
が
っ
た
道
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
香
り
草
が

一
つ
に
合
わ
さ
り
道
を
覆
い
か
く
し
て
い
た
。
白
い
鶴
が
舞
い
降
り
林
の
木
々

に
隠
れ
る
と
こ
ろ
、
野
の
泉
が
清
ら
か
に
そ
の
水
を
湛
え
て
い
た
」
と
眼
前
に

広
が
る
風
景
を
単
に
描
い
た
も
の
と
し
て
も
十
分
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

＊
所
取
信
‥
信
用
さ
れ
る
、の
意
。「
所
」「
取
」
は
、い
ず
れ
も
受
け
身
の
意
を
表
す
。

【
通
釈
】

 

眉
山
出
身
の
蘇
軾
先
生
が
徐
州
の
知
事
で
あ
っ
た
と
き
、
か
つ

て
客
人
た
ち
と
項
羽
が
建
て
た
と
さ
れ
る
戯
馬
台
に
登
っ
て
、
詩

を
作
っ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
玉
鈎
と
い
う
名
の
道
が
見
え
な

く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
香
り
草
が
一
つ
に
合
わ
さ
り
道
を
覆
い

尽
く
し
て
い
た
。
白
鶴
と
い
う
名
の
宮
が
林
の
木
々
に
隠
れ
る
と

こ
ろ
、
野
の
泉
が
清
ら
か
に
そ
の
水
を
湛
え
て
い
た
」
と
。
揚
州

の
広
陵
郡
に
も
戯
馬
台
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
玉
鈎
斜
」
と
い
う

名
の
道
が
あ
る
。
唐
の
高
宗
が
東
方
の
泰
山
で
封
禅
の
儀
式
を

行
っ
た
と
き
、
鶴
が
こ
の
地
に
舞
い
降
り
て
き
た
。
そ
こ
で
諸
州

に
詔
を
し
て
老
子
の
た
め
に
宮
殿
を
築
か
せ
、
白
鶴
と
名
付
け
さ
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せ
た
。
ど
う
や
ら
蘇
軾
先
生
は
（
徐
州
の
戯
馬
台
で
の
詩
に
、
揚

州
の
戯
馬
台
に
縁
の
あ
る
玉
鈎
斜
と
白
鶴
宮
と
を
）
間
違
っ
て
用

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
後
に
そ
れ
が
信
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
お
か
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

（
次
号
に
続
く
）
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